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ぐ

v′
叫挙
薫墨

壼
8燕

十
O夕

J

測
寂

条
゛

認
#笑

S寂
椰
総

…
測
湘
士
伸
唖
3

■
」

00く
K本

報
′史
側

せ
撫
v測

′
継
駆
榊
c

く
IЩ
ポ

d CllЩ
後
榊
3V3悩

卜
°
や
黙
長
゛

ふ
mい

。
Kへ

和
く
叔
゛
CⅨ

郷
!ヽ
、
卜
後
壊

引“
≦ 卜
引“

」
収
°

ゴヽ
′い

長
′
調 回

CttKく
К
煙
漏ふ
o長

゛
:棄

食
S悩

口
「

ミ
黙
ミ
く

い
K―

」
_測

3メ
い

卜
;｀

!ト
ー
′`

m｀
彼

0叔
姜
捻
′
測
Ⅸ
郷

|卜
、

い
C□

Cい
ヽ

く
せ
ヽ
せ
伸
選

ヤ
Oo■

申
伸

逸
゛
悩
」
叔
°

lヽ
ヽ
気
後
葉

ミ
Oν

(CNl轟
篠
駆
ぐ

抑
黙

V′
駄
佃
書
《

ζ
測
型

ぐ
悩

」
叔
°

=陣
く
ρ

C嘔
長

3堅
欄

」
後
纏

せ
畑

築
黙
悩
卜

°
翠
椰

測
懺
緊

築
纏
C《

奪
゛
伸
鵬
倒

せ
」
vv黙

榔

卜
°

「
総

椰
約

く
′

夕Jく
せ

゛
ミ

」
°

皿
業

上ユ
|111口

靭

絲 ミ
タJ堡

黙
引“
寺 へ
°「

引“
待ヽ
督
K(=《

К
皿て
く К

c選
田
和

く
測

ぐ
回

夕
J夕

Jせ
熱

ミ
約

城
叔

ぐ
姜

和
く

′
鶏

耳ヽ
:バ Ⅵし

3叔
寂
月Ⅵ

b→く〕 ≦
=｀
終
測
メ"り

:`OS悩
卜
°
2

裏
C歯

条
゛
燃
料
C鯛

伸
熱

く
,前

悩
」
叔
°

φ
メい
こ
購
熙

0叔
条
轟
メRぶ

黙
姜

3営
純
p卜

°

ヾ
C憔

vCttS C■
p壼

呵
゛
ρ
総

0叔
」

■
3夕

Jttθ
tts悩

ハ
叔
°
ぐ

′
夕JC本

p頭

3日
ヨ
寺 ム

C壼
露
燕
+1=せ

引
(せ

発率
3X

日
コ 燕十

伸
く
ト

燕
1国・

くV3く
引
く せ

壼率
0叔

州製
く
口尋隷

駆昨
C‐

く
製

゛
0い

｀
気
囮
キ

伸
郷

0収
量
肛
収
゛
p卜

°

翠
|●

築
く
い

Jメ
リ
せ
3ν

眠
V3ν

v黙
ヾ
′
や

く
椰

“

3'く
い

J夕
Jせ

1月
゛
悩
」
収
°

無
■

長
●
N#伸

鞭
v夕

J夕
Jせ

1月
゛
椰

篠
゛
′

駅
専
部

Щ
C択

ミ
篠
誕

篠
讐

ば
憚
く KC■

里
障

も
熱
ミ

」
橿

ば
暇
檬
枷
瓢
メい

|く
測

」
v覇

(せ

郷
ぺ
Q局

メい
せ

夕JC本
里
理
3Vv寂

約
0叔

夕J測
′
終
翔

せ
捻
S築

製
v泰

」
3ぱ

北
゛
p

障
ヨ
燎

」
叔

S測
暖

3榔
■

」
測
規

て
悩

」
叔
°

や
」

ν
で
く
椰
C継

駆
シ
′
区
郷

,卜
、
気
C

部
C鞭

蟹
伸

iや
′史

轟
築
゛
′

回
(壼

純
′い
Oν

メリ
く
椰
6純

3回
せ
椰

Oν
」
悩

0叔
o役

ぐ

メい
′
嶽 ρ
測
桜 つ
い
Jl回

長
゛
6純

長
0収

cp壼
ぷ゙

3条
′
「
優

轟
ハ

叔
瓢

終
州
器

回
」
測

3ミ
黙

姜
後
゛
駅
壼

せ
壼
く
理
C毯

世
C轟

3K欲
曜

軍
C熙

薇
椰
駅

終
州
器

回
」
p煙

椰
長

0叔

長
測
唖
メい

測
増

て
ν
′
画
像
C鞭

郷
せ
鶴

ゆ
v

l10C長
条
゛
輛 ES叔

3測
権
伸
報
0悩

」
収
°

6測
0壼

熊
■
Oく

響
醐

EC冬
屋
′
ρ
メい

も

測
0壼

Kハ
Kホ

長
゛
眠
メ史

叔
刹
庶
測

回
終
C

緊
駅

ツ
ト

°

∞〓。（Ｓ『〇的、ヽ「個〇〇一



回
(CttCく

響
醐

EC熙
1煙

′
纏
皿
ヘ

C通
郎
騨
な
量
C=歯

肛
C状

肛
11負
卜
E8筆

'総
0叔

夕J測
せ

|【
和
黙
悩
卜
°
日
#肛

Cな

量
(キ

1=0世
長

゛
キ

潔
∞
歯

悩
p累

ヾ
士

肛

丼
条

゛
Ю
歯

肛
)Cく

端
照

築
累
HR∝

〇
〇

〇
E役

0叔
垣
:伸

朴
Ъ
V「

騒
籠

ぶ
攣

:〔耀
測

頭

3悩
ヤ

く
長

←・
」
測
維

ぺ
悩
ハ
叔
°

夕J黙
p壼

豪
終
養

卿
岨
V悩

ハ
Oせ

国
メリ メい

測
」
Vφ

」

牌
い

く
耕
撃
凱
0後

崚
S■

3測
′
刹
味
E轟

く
耕

長
●
颯
V回

終
C熙

終
養
通
部
な
運

せ
頭

゛
黙

Ql月
゛

熙
戚
叔
緊
駅
伸
維
′R悩

」
叔
°

壊
11せ

田
(C回

嘔
翠
養
ポ
饉

壼
回
ば
和
ポ

饉
に́‖

|||ロ ミ
黙
椰
後
゛
′
ポ

戻
撫

壼
翠
養
ポ
盤
p

国
憮
伸
ポ

誉
゛
黙
Ъ

せ
戻
終
養
p和

ハ
く

'3
RC築

緊
駅

ロ
ト
°
株
軍
駆

撫
′
ポ

戻
榊

壼
運

終
卸
C伽

響
卜

'国
憮

伸
盤
メい

測
約
黙
V鶏

S′

回
ば
樹
(C国

憮
篠
ポ

誉
゛

黙
姜

3戻
終
養
C

国
憮
C颯

図
C駅

理
掏
朧
メく
悩
」
叔
°

熙
111せ

壼
′ 1料

1部
製
伸
韻
黙
い

く
く
響

駆
期
目
Ctド

K端 豊旨

'lP｀

°
レ

ll可
ト
ヘ
測

′ヽ
K,卜

く

後
罫
理
韻
熊
爆

伸
悪
純
導
3'鶏

S′
く
響
嘔

仲
測

3メ
い
皿
狐

築
州

眠
′
拠

や
軍

里
轟

3叔
O

せ
回

ミ
く
翠

篠
堅

轟
農
民
V3Q桓

神
椎
ぺ

悩

」
叔
°

態
目
せ
ぼ
戻
羅
楓
C性

螺
ロ
ト
°

月
〇
〇

劇

購
せ
回
刑
準
く
Kボ

縦
pぼ

豪
盤
召
C縦

製
制
1篠

雑
卒

約
黙
椰

11負
゛

回
ぐ
督
撻

セ
導
導

伸
ヤ
Ъ

′

刹
維

C∞
椰

^召
後
ぼ
軍
伸
馴

く

'3爬
測
相

懸
」
V純

悩
」
製
°
回
刑
く
響
郎

Щ
く
K壼

「
コ

維
壼
く
肛
Cdぐ

C(口
嘔
掏
報
押
卜

ヾ
偉
憚

p壼
轟

3」
測

皿
終

督
tC相

怒
伸
導
軍
」

ν

3悩
■

°
S撻

佃
へ

篠
ぼ
熙
伸
馴

く

'3(C
p■

°
回
(S姜

煙
回
壼
欄
耕

せ
寝
OV回

嘔

せ
ぼ
豪
盤
刊

伸
静
憔

卜
綺
器

終
篠
稔

゛
測
維
ペ

悩
」
収
°
悩
製
章
畷
戻

篠
棄
へ
要
翠

約
黙
V3

Q緊
駅
CFttC痰

臨
翠
伸
導
軍

」
悩

」
叔
°

刹
昧
や
母
ひ
」
bp30Ю

ヽ
:ト

ミ
Kも

′ヽ
ttも-2

f)メ
い
6測

OC壌
〔 壼

Kハ
Kふ

小
条

01沢
|ペ

綺
刹
駄
′

回
(C郎

ロ
ト
°

ヾ
夕」 p壼

区
ヽ
い

代
伸
■
■
測
卜

ヾ
枢

盤
幽

築
|1側

鶴
耕
・

ヽ
Ъ

へ
Kヽ

ヽ
気
-2せ

局
OV刹

味
伸
せ
い
」
Ъ

V3Q緊
駅
p卜

°
経

゛
Cll倒

鶴
耕

簑
Ⅸ
壼

二
壼
刹
味
継
撻

伸
心
邸

」
V3Q長

゛
p卜

°

∞
〇

〇
∞
#C、

|ヽ
へ
嘔
讐

郷
キ

歯
′
「
体

ヽ

′ヽ
可
Cヽ

-2へ
」
測

3農
黙
叔
ヽ
年

か
K・

纂
ハ

К
桓
翼
C橿

肛
築

|IЩ
伸
<せ

」
V「

爆
理

回
Kせ

壼
輝
せ
局
Ю
枢
固
伸
′
や
CttC回

ミ

せ
壼

争ヽ
や

ヽ
家

へ
C維

調
枷

」
測

′
0悩

S眠
 =

《
謳

α
C継

性
伸

維
′く
V3収

Cp卜
篠

′
ぐ

や
C刹

味
後

黙
1=せ

総
S悩

卜
°

気
体

へ
Kヽ

ヽ
は
-2測

壼
匡

ハ
鶴

耕
篠
埋

眠
約
黙
■

3“
Htt C■

3刹
蛛
ポ
撻

C夕
J測

,卜
°
、

KI卜
Hへ

C祖
耶

せ
単
尽

」
蒋
回
伸

麟
ぃ

1広
卜

叔
e」

R購
バ
」
郷

Oν
3QKふ

Kホ
小
く

篠
:ト

ロ
か
K二

p′
口
′ヽ

К
C暉

:讐

測
掘
耶

せ
単
尽

卜
ヾ
心
へ

!ヽ
ヽ

小
く

後
漱
装
測

3′
い
気
ヽ

へ
Kヽ

ヽ
家
…

2°
心
へ

|卜
ヽ

ホ
C

ば
後
《
装

椰
゛
Kハ

Kふ
小
Cば

つ
漱
織

ツ
ト
°

区
、
い
代
叫

や
、

Klヽ
Hへ

叫
C郷

キ
黒
聡

壼

口
′ヽ
KC翠

p壼
総
S悩

ヤ
く
°
ぐ

θ
К
ヽ
狡

!IKヽ
ヽ
′
、

|ト
ヘ
Cく

ら
測

壼
郷
キ

黒
珠

せ

専
Cぶ

世
ρ
椰
V中

」
0●

製
ν
3榔

卜
°

ロ

′ヽ
К

c鳩
邸
引

Cミ
彗
く 口伸

憔 ヒ
約
轟

3測
|111日

3姜
後

゛
、

KI卜
Hへ

せ
→
く
Kハ

Kヽ
小
C邪

引
!さ

i

く
口
報
コ

区
x=卜

代
t重

維
_Dヽ

ノ
3中

託
卜

°
こヽ

1ヽ
ハ

C

ヽ
煙
維

約
い

、
KI卜

可
へ
C蓉

雌
終

煙
距

躙
」

和
黙
V3悩

や
く
°

鎌
ば

距
躙

や
や

メい
や
卜

°
沐

ヽ
い

代
′

ヽ
K

!卜
Hへ

C黒
聡

せ
→

Oν
ヽ

1ヽ
へ
′

′ヽ
い

区
′

К
区

ヽ
気

|IKヽ
ヽ
測

憔
vC鎌

ば
築
く
ド
θ

米

■いつ,ヽい‖
1ロ

●理蘊

量
約
黙
Ъ
枷

ハ
く
,3悩

卜
°
曇
く

黒
壼

心
ヘ

|卜
ヽ

小
悩
p増

鎌
ば
伸
用
′史

せ
3純

悩
ハ
製

O

回
ぐ
C崚

IRPК
;｀

ト
レ
S03Ю

姜
回
Cく

ら
測

築
鎌
ば
丑
‖晋

」
′
ゃ
黙
篠
ポ

な
く
黙
゛

ミ

ヾ
夕J測

伸
ぶ
駅

せ
馴

く
pSヾ

c伸
督
姜

セ
岸

:

尽
」
V3悩

■
°

、
は
、
Kc憔

Vφ
気
ヽ

ヘ

K｀
｀
家
-2CI択

伸
轟

」
v3悩

卜
°

心

へ
!卜
ヽ

小
回
神
裏
凝

C→
′い

椰
心
へ

,、
、

小
距

躙
C轟

埋
c導

択
p卜

°

■
Rせ

ト
ヘ

;｀
ヤ

:｀
-1ヽ

測
3メ

い
軽

凝
眠

篠

稔
S悩

卜
篠
′

や
C中

ヽ
ニ

ー
煙
′
「
6測

o
C鞭

眠
築

く
黙

笹
θ

′ぃ
6測

OC鞭
眠

後
捻

ヾ
」
pや

、 °
ト
ヘ

;ヽ
キ

:ヽ
一

!卜
煙
′
θ
′ぃ

も
測

OC羽
唖
眠
掏
鞭

籠
8せ

轟
埋

」
V3悩

卜
°

回

終
C■

塁
3ヾ

測
刹
庶

篠
眠
ぺ
悩

や
く
°

ゃ
c

「
艇

蒋
」

条
゛

」
v姦

盤
キ
悩

キ
長

ハ
せ
輝

゛

ν
3悩

卜
°
州
響
憚

ば
壼
回

ミ
ミ
騒
翠

和
黙
嘔

州
州
器
C押

p弊
撫

ヽ
く

キ
<ぐ

黎
ctto c

(二
い

ヘ
ヘ
気

心
ヽ
c)S眠

後
雑

゛
黙

ν
舶

悩
」
製
°
憔
VO回

ミ
せ

'ヽ

■
ヽ
家

へ
O翠

篠

悩
長
‐
鯛

Oν
3悩

卜
°
Kハ

Kヽ
ホ
条
゛
眠

′く
爬
皐
味

壼
回
終
C障

迎
」

長
゛

壼
眠
′史
姜

SOp卜
°
製

長
゛
騒
ぶ

」
ν
里
」

3°
や
メい

'1)測

O Cl唖
颯

:〔 む総
S′

θ
メい

く1)測
oO緊

駅

C目
:螺

1築
く

Q夕
J測

伸
°

調
駐

卜
く

夕J測
煙
様

」
VVや

く
卜
理

機
」

樹
前

ν
3ヾ

蓉
長

゛
3o

p題
ぶ

■
ヾ

メJ測
壼
p舶

悩
卜

°

■
回
回
枢
円
無
ざ
長
●
8購

′
量
駆
躙
製
薬

゛
8燕

十
′
州菱く 口尋象

騨昨佃
|ミ

=条
゛

8燕
十
′
か

気ヽ

踵
キ
長
゛
ρ
R#mOぐ

購
掏
刷
ぺ
V3悩

卜
°

ぐ
′
刹
庶

cll倒
欄
耕
せ
mttф

誉
刹
庶
Cく

ら
測

測
測

゛
せ

1月
ν

噸
局

メ
い

せ
刹

庶
Cく

ら
測

伸
題

厖
」

枢
堰

」
回

壼
相

器
′

回
畿

用
準
C釈

伸
佃

V′
刹

庶
測

紫
:(3く

口
OV回

終
伸

黒
ス史

局

メい
測

維
メ照

悩
」

製
°

「
回

ぐ
C【

軍
長

゛
煙

串
味

後
眠

ぺ
鎌
scp

卜
°

串
庶

伸
回
終

伸
黒

ス史
→
′い

°
終

州
Cば

州

州
器

′
州

響
憚

ば
掏

せ
S■

や
′い

°
終

州
Cば

州
州

器
伸

駅
緊

卜
綺

収
oせ

燿
督

迎
伸

黙
ぺ

椰

3測
3誉

姜
3′

側
ば

択
伸

黙
ぺ

轟
3測

3誉
椰

S°
断

釈
壼

′
任

ば
C′

(ヽ
二

い
一

へ
c■

p母
OV3vハ

長
姜

3°
刹

庶
Cば

測
用

準

」
回
終

測
刹

蛛
伸

黙
′嗅

→
メい

○
シ

壼
sllll囃

測

専
儘

夕Jや
後

刹
庶

伸
黒

′く
Q択

p卜
°

｀
昧

縦

椰
ハ

ー
、

O刹
味

伸
製

′く
ν
昧

縦
C総

綺
く

も

測
測

壇
く
K3′

濡
ハ

′
回
終

伸
刹

蛛
伸

黒
メ照

ν

3夕
J′
い
― ・

や
CIЩ

測
」

ν
要

φ
熱

ミ
ハ

ν

3舶
叔

S測
麟

3悩
卜

」

^召
C→

メい
椰
嘔翌

憔む
伸

輛
目
《卜

榔
」

叔
°

駅
専

郎
Щ
C択

ミ
゛

要
cK知

―
ふ
枷

‖申
く

'V寂
約

0製
Cセ

1製
|ハ

3メ
リ
測
p」

製
」

′

蒸
佃
C卜

長
゛

翠
‖

伸
各
OЮ

′
熱

ミ
約

黙
製

択
叔

゛
測

《
翠

椰
築

゛
卿

召
条

゛
壼

伸
03ν

騨
‖

」
′

悩
製

唱
逃

せ
昼

伸
欄

」
量

て
く
Ov

ヽ
｀
｀

―
小

′`
mホ

ヘ
C部

伸
で

く
椰

測
部

′R
製
C煙

馴
く

Cl中
Ъ
p」

製
°

や
Cポ

は
中
墨

壼
Eヨ

《
国

長
゛
電
線

」
′

度
Щ
旨
暇
s伸

鯛
OVⅨ

鐸
丼
黒
伸
維
ぺ

′
佃

ば
択
督
迎
伸
翠
軍
」
椰

篠
゛
製
(悩

」
製
°
讐

騒
養
樫
p祇

中
墨

壼
駐
軽

」
悩
」
晨

築
′
や
C

潔
′
8く

伸
製
メ史

く
択

ミ
後
勲
絡
く
Kせ

熱
ミ

」

V3悩
」
製
°
や

夕Jp壼
こ
く
゛
C択

ミ
篠
′

皿
煮
C瓢

Oν
粕
叔
興
儘

せ
03V線

||||口約
黙
′

椰き
セ
菱
1籠
口
寺 λ
Q笹

条
κト

ロ
」
製

O喋
鍾
話 ≦
く
Kp桜

つ

権
壼
貶
前
椰
Scp卜

篠
′
誕
C黙

ぐ
測
翠
養

伸
饂
煙

」
V卜

約
ヾ
僻
焦
琳
榊
Щ
く KC Kヽ

へ
、

せ
輌
純

1月
ν
゛

黙
ν
N贅

摯
」
V噸

議
く К
伸
報

■
栗

`撻
」
悩
」
叔
°

夕Jく
姜

4′
い
せ
′ 1氣

1=せ
型

ф
夕J測

後
p

前
製
“

′い
轟
埋

ハ
31回

伸
1咲
構
p
呵

負
J」

悩

ハ
叔
°    (RO∞

∞
#8駅

R回
朧

)

い出・い∞〇的＼ヽ「個〓一



々ヵ

，

Ｌ二■１７

＝二要編
回Ｎ銀

川

“
ヽ

ヽ
口

p｀
▼

|(ミ
aC#Kく

Kせ
皐日鷲

=約
黙
ν
日ヨ

{=哺
0′

8肛
ミ

重
回
CⅨ

郷
照

Kttθ
′
8Щ

壼
目
せ
駆
悩
S

榔
」
製
°

N購
1=′

製
無
せ
→

Oν
尽
仲

シ
殺
籠
伸
条

誉
叔
択

ミ
せ
鶏
紀
Ъ
」
製
stt■

C纏
伸
枢
ペ

ν
卜
和

0叔
摂
く
叔
゛
せ
ρ
鶏
く К

3」
V憧

権

伸
車
′く
製
薬

0叔
長
゛
p卜

°
暉
3R《

購
p

卜
長
゛
姦
せ
側
v椰

0黙
叔
択
ゆ
=く

゛
3悩

ハ
収
°
鶏
く KSp前

善
|ミ

|く
Cttθ

築
′
測
前

ν
悩
叔
く К ぺ

Ю
測
壼
麟
ミ
姜
晏

0叔
測
障
く
K伸

‖申
Ъ
′

1霊
E純

せ
」
粕
Q→

メい
晨
悩
」
Vv寂

躍
日
pe障

く ‖ 封
羅
e部

く
H

約
3悩

」
製
°

長
O V GIヽ

く
叔
゛
測

煙
鶏
日
so■

く K3
CmtC唖

3■
経

シ
′
撫

3誕
製
゛

後
糾
ぐ

C基
慕
8黒

翠
伸
鯉
OV郷

0叔
回

ミ
伸
輛 ES

く
口
3引

“
」
叔
°
悩
叔
′
椰筆
後

沐
!卜
、

二
梃択

Oν

(憚
■

C回
終
C黒

翠
伸
濡

」
vv黙

Q摂
く

摂 つ
3悩

」
叔
°

夕J測
せ
「
川
く
口轟 象

叫
個ト
ミ
L」

C
起
緋

′
(C製

無
測

や
CttC尽

割
Eヤ

漱
出
C

6純
約
伸
輛
目
Oν

V黙
01ミ

|く
θ

3悩
」
叔
°

回
【
回
壼
君

せ
Ъ

Hニ
ホ

く
Ⅸ
鐸

製
檬

後
傾

後
0寂

稔
c歯

ゼ
′
総
C郷

尽
p円

器
憧

せ
場

゛
黙

掟
撫

榊
叔

゛
c■

長
0「

悩
螺

囮
キ

議

繁
」

せ
収

ヾ
藤

黙
後
測
悩

黙
叔
c壼

3農
笹
輿

駅
B椰

橡
恭
pθ

ぐ
0叔

′
州
歯
C曜

卒
せ
経

尋
測
呵
゛
θ
稔

0収
測
」

ν
ρ

ゃ
黙
寂
誉
p準

理
測
」
V壼

姜
゛
■

3′
Kハ

Kふ
小
せ
川
準

」
V侶

蝋
囮
キ

伸
郷

3準
懸
伸
熱
゛
世

叔
田
終

く
C《

園
測

」
ν
輿
駅
8鞭

器
伸
稔
椰
叔
叔
゛

壼
劇ヒ
V前

叔
C役

′
や
く
椰
c」

く
ト
ロ
十 《
螺
題塁

キ
壼
繁

伸
継
S役

測
長
「
輿
駅
紹
偉
憚

」
伸
組

《
」

ν
「
」

舶
軍
く
」
測

」
ν
区
卸
卜
(製

誉
p3SC長

←・
や
黙
→
S´

回
(C理

釈
後

暮
S悩

3V前
叔
距
結
伸
悪
前
ポ

誉
V輿

駅
E

羽 唾
淋部

嶺
響 懸
Qて

前
役
測

3メ
い
颯

]回
C′

椰〔
ζ
C

導
軍

君
魯

|111E゛
総
s悩

」
叔
°
「
距

権
」

伸
悪

前
ポ

誉
ヾ
C壼

0後
約
長
p壼

椰
3誉

黙
純
′

ヾ
」

ν
Kハ

Kふ
小
川
準

伸
ぐ

θ
世

長
椰
組
s

測
」
V3ヾ

誉
城
純

′
纏
測

」
ν
燿
′

卜
!卜
纂

CttS C■
p瞑

OSν
前
叔

回
終

せ
鶏
誉
Q

呵
部
C「

悩
螺

囮
キ

壼
剰

′
悩

収
車
冊

Cく
ら
測

せ
終
釧

E押
や
メ照

ν
」
悩

0叔
捻
s択

壼
′

壼
0哺

0≦
Kゝ担
書ミ

寺 入
く
測

夕Jで
長
゛
′
く
卜
c瞬

ぶ
寺
K

C黒
糾

せ
駆
食

Oν
tv夕

J測
後
引 Щ
車

総
Q樋

楓
測
褻
OV3ヾ

]回
輛
目
0収

S」
悩

ハ
叔
°

縦
ρ

後
導
最
優
P」

長
輛
目
黙
■
3
Cp卜

築
′

〇〇｝

卜
:ニ

■い=D゛ヽい‖,●
JD

綱蘊

1嘔
傘

ハ
製
区
郷

岬
総
CttC世

ゼ
′
悩
蝋
題
キ

ッ
煙
轟
vv′

<憔
轟
Cや

く
緑
黙
篠
佃

像
掏

1豫
」
v最

Ov3(軽
蒸

せ
IRSや

夕Jせ
馨

伸
擢員

Oν
弔長
爵終
ギ
R極
」
翠い
薫
=哺
罫
伸
握彗
妻率

」
V栄

ヨ
く К

督
理
紹

椰
呻

゛
」
長
゛
C黙

料
卿
駅

筆
ハ

ν
3

収
ご
く
ド
局
S■

3皿
(#ぐ

伸
」
(■

」
せ

叔

cp壼
■

3長
←・

回
(C枢

ざ
測
翠

」
V3

ヾ
懇く

やく
肛区
堰己

ぷ゙
減ぎ
く К

lν
漁黙
ハく

′
憔
ヽ
い
代
燕望

腱〔

c皿
ば
択
督
理
伸
黒
ぺ

′
報

鼠
測
弊
瀾
伸

夕」
黙

雪
純
裏
廻
卜

く
夕J測

壼
轟

長
0叔

Cp壼
■
3

長
←・
測
哺
V篠

輛 ES悩
」
叔
°

ヾ
cl択

′
ゃ

^ミ ≧ ■
夕J測

伸
ぐ
口

111lEメい
C壼

黎
錮
p怒

駆
:〔健
′
起

恒
州
士
C区

卸
C」

」
ヾ

′い
3メ

い
翠
贅
C理

機
伸

」
V前

収
」
や

Cメ
い
ペ

ツ
ぐ

篠
稔

Q′
測

1111ロ メい
摂

く
押

3悩
ハ
叔
0暉

v翠
贅
pⅨ

せ
伸
鍬
3V純

叔
摂

く
壼
や
く
p

ρ
撫

3刹
ゼ

イ
C駅

終
笹

長
S長

唖
鞭
8導

終

C緑
ハ
和
伸
輛
目
Oν

3悩
ハ
収
°
■
ぐ

0叔
ぐ

椰
後
′
緊
導
p理

型
ハ
V3RCせ

壼
級
前
晨

椰
和
黙
悩

」
収
°
引田
世
FC<||1lE翼

輛
E伸

当<3く
ロ

3′
刹

ハ
収
癒
伸
輛
ES′

悩
叔
区
卸

せ
躙
Q測

30収
嗽
く
口
や
寺 λ

°

ヾ
Dv30p哨

潔
せ
壼
「
購

締
S」

●
ハ

v、
準
c黙

翠
伸
璃 墨
9V6誉

0長
」
′
蕪

長

0■
vい

く
御

い
■

←・
起

叔
゛

:〔耀
OVい

く

知
い

Ql討
回
戦

局
′
匡

ハ
喫

局
測
′
鶏
目

3銀

和
黙
収
暉
v轟

3回
ミ
伸
側
魚
Cd前

V3Q
本
p梓

鞭
器

せ
《

」
(00翠

ぐ
測
区

£
OV

3夕
Jメ
い
測
輛
E≦
卜
く
日
3榔

」
収
°

延
ぼ
0収

択
巨

い
や

く
C聞

輸

う +6収
′

沐
lヽ
い

'引
く 星

g畠下
31無

`ト ミミ 約
ヤ
0黙

収
′
択

匿
毯

和
^〔 ≧

Cl皿
紺 熱

後
■
紫

叔
C壼

メい
黙

ハ
3タ

リ 測
p」

収
(択

匿
約

く
壼
′
熊
p測

毅

姜
■
霞
c爆

転
せ
選

0収
せ
つ

長
長
農
゛
ヽ

回

終
憔

叫
せ
軟
卜

や
回
kCttSCミ

V「
霞
C

杯
専

地
召

」
せ
ヽ
Q理

憮
ρ
維

和
黙
ヽ

理
憮

ρ

椰
3悩

悩
∞
〇
==購

Ю
駅

せ
熊
ぼ

)°

さ
瞥

黙
C悩

喫
中

3回
′
摂
く

叔
゛
測
魔
伸

鷹
」
v輔

伸
ポ

3轟
:〔負゙

′
罐
蕪
゛
障
ぐ
ゆ
古

食
轟

長
0叔

択
匿
和

く
C車

ぐ
C褻

3後
纏

せ

壼
ハ
長

二
`筵

|ハ
゛

黙
悩

」
収
°

夕JC回
壼
卜
楓
せ
RClE日

択
燿

約
く
長
゛

<像
妥
C■

世
せ
総
Q獣

丼
kCl皿

樹
伸
眠

0誉

V輔
総

ハ
V前

収
測
′

ヽ
一

へ
p躙

C野
賦

後

根
゛
戚

ν
紫
V爛

`熱
1後

‖
椰
S悩

」
叔
°

榔
収
′
無
■
C要

伸
卜

0測
枢
緊

」
VV:〔

鯉

約
Ov鶏

刹
経

せ
■

9製
Cせ

′
恨
ぱ

篠
継
薇

p鶏
く К
3p純

姜
3摂

く
つ

3悩
」
収
°

同
ロ

小
世 貯
ミニ

C憚
熙
理 墨

シ
翠 翼
需 饉

煙
′「

く
椎ミ
朴甲

測
く
'い

尽終

せ
煙
里
測

く
知
轟
SC集

局
V農

長
S悩

」
叔
°

卜
風
R嵌

せ
1聰

0叔
潔

せ
′
く
盤
IP鶏

く
K

3,前
轟

長
0叔

来
職
懸

拒
和

く
後
婦
H和

黙

叔
c伸

最
S悩

」
叔
°
来
馳

和
く
壼
′
駆
目
C

(C轟
緊
ぐ

「
約
ミ
和
農
」
伸
枢
メ史
VV釈

約

o収
|く

,′
=怪

Cttd□
C樫

回
せ
慎
硼

|

撻
【
O胴

掛
C■

p尽
蟻

」
′ 1灘

せ
3叔

中

伸
側
Vハ

00」
前
日
も
収
択

ロ
ト
°「

外
測

く
騒
壼
引
徽

■
供
姜

3」
測
′「

寵
S希

」
測

」
vЪ

O測
く
も
測

せ
輛
卜

累
誉
V紫

悩
」
叔
°

圧罫<刊
雹聾く

Kζ
補 自母 事

二
十
K叔

夕J測
後
疇 逸
せ
椰

0

v引
響
ぐ
c彊

朱
S精

い
夕」 約

く
築
寧
Rハ

V
『
錘
v煙

捏
Щ
肥
掛
pЩ

蟻
伸
響
Ъ
叔
 =褻

cへ
#築

」
舶

紀
3叔

」
口
′`

ン
』
((朴

堰

軍
)C終

築
」
榔
黙
V3悩

卜
°

ttJ暉
牌
伸
杯

S悩
卜
°

い
や
一
十

ハ
ヽ
pCい

く
知

い

ぐ
回
鶏
ぐ

3」
収
摂
く
収
pc憔

vρ
「

|

爆
硬
べ
」
p純

夕」条
せ
雁

C目
4ギ

伸
奪
爆

C→

′い
せ
輝
′く
姜
築

I゙Rば

'呵

争
J」

V3悩
」
収
° 

お

要
皿
へ
ρ
滞
奪
伸
棄
′照
V8駅

条
゛
ヘ
ハ
Ъ

Ｔ∞̈Ｒ＼轟

′ア′

コ



撫
|三

二

l砕
奮■いつ,ヽい‖

1口
|

‐霜編

0檬
純
報
O悩

」
収

後
′
悩

役
曜
V氣

v測
緊

黙
ν
」
悩

3悩
卜

°
Kヽ

′ ′′ホ
′
奪
《
釈

篠
車

SCp卜
°
や
黙

せ
聖
部
伸
輩
SQC煙

ぐ
p

や
崚

築
卜
V総

悩
卜

°
肝
瓢

姜
測

夕Jヾ
゛
曜
v

系
V測

卜
丼
へ

後
倒
v憧

ハ
゛
黙

ν
l月

Oν
3

ヾ
C後

キ
v椰

Oν
」
悩

3悩
卜

°
里
壼
涎
購

肛
′
丼
瓢

椰
測

夕Jぐ
」
条
熱

3叔
メJ測

篠
椰

v′

熊
ぐ
目 pC絲

総
O《

せ
煙

可
ハ
マ
_ヽ

_cぐ

ctte′
聖
部
cl=p製

後
夕J£

笹
s悩

卜
○

奪
せ
■
養

」
叔
笹
条
SC夕

Jぐ
壼
聖
部

壼
こ

長
せ

0長
悩

゛
椰

3測
世

sQ夕
」
測

1(負
,前

椰

ヤ
く

'0叔

°

尽
OVヽ

ニ
ロ
せ
熙

0収
歯
イ
嘔
豪
壮
C壕

せ

0長
悩
S椰

築
゛

シ
0測

輩
stts」

v3悩
ハ
叔
°
く
ト
ロ
゛

聖
ヨ厖

煙
測
Vθ

駆
倒

せ
」

0叔

SttSttsハ
v3悩

■
°
E刹

ゼ
C摂

<製
゛
C濡

卿
肛
V調

′
シ
O LsttsQ聖

部
壼

ぶ
11ヽ J駆

メい
.3、り|111E O V 3悩

._1)パ
1ミ

!°

lit長
゛
纏

煙
悩
Ъ
氣
vか

く
知

い
伸
倒
緊

」

V3榔
卜

°
夕」

黙
煙
′「

緊
期

曝
壕

ζ
へ

ll

卜
」
Cヤ

S pρ
ttS悩

卜
°
ttIP誕

築
=

出
ρ

躍
緊
+奪

伸
0収

収
Oc巡

興
環

ロ
ト

°

蕪
せ
典
収
測
純

条
゛
黙
墨

:〔負
<前

v畿
゛

ぐ
堅

縮
後
ヨ

ν
前
悩

」
製
°
装

堅
Cη

く
冬
C泄

釈

1:負
量
衡
前
OV」

悩
3′

軽
釈
後
椰

3像
′
黙

C驀
器
(ぐ

長
゛
襄
困
欄
里
椰

0叔
s襲

攘
せ

弓 ミ'OV3→
+6」

収
°
や
黙
らヽ

Jl馬
E鶏

メい
測

ilさ
p壼

週
紫

姜
長

0叔
心

大
―

キ
ヽ
家
,ぃ

く
知

か
0

ν
3ヾ

測
メJぐ

,や
°ヽ

照
p壼

引
回
伸
盤
V心

ヽ
一
へ
は
、
せ
H回

8像
C製

僣
歯
肛
後
総
Q役

誉
P′

ゃ
黙
バ
く

壼
せ
蠍

シ
゛

“
0測

せ
伸
儘
条
」
v軽

《
伸
里

し
卜
轟
純
C導

糾
φ
維
和
黙
悩
や
く
°
や
く
椰

夕J測
伸
卜
黙
笹
雄
口

篠
緩
く
,粕

ν
′「

羅
細

塁
椰
く
」
測
畑
羽 唖
和
黙
悩
卜
°

熊
p壼

ポ
熙
撫

せ
軟
卜
Q株

無
せ
素

ミ
測
ハ

収
喬
母
緊
豪

レ
|1可

К
へ
築
稔

Ov′
ゃ
く
ヽ

ま
C魯

前
掏
卜
黙
笹
「
(H専

繊
」
測
眠
椰
約

黙
「
羅
畑
」
ポ

3せ
椰
S悩

卜
°
刹
庶
■
c純

C回
pや

や
メぐ

黙
椰

31=士
ゼ
霊
椰
く
理
駆

割
口
C:卜

」味
PlPへ

°
今ギΠ 目

[:や
コヽ
O醤

ヨヽ
1【
椰
」
せ

1日
3ヽ

製
SIIЩ

伸
理
や
笹
製
゛
榔
゛
通
稲
C「

服
細
」

軟
《

里
姜
S悩

卜
°

「
羅
畑
」
里
椰
゛
測
′
や
C棗

肛
壼
ポ
戻
撫
C

α
蹄
ポ
恒
ヽ
ま

1軍
C理

儘
掏
■
歯
和
ャ
v州

眠
軍

1:負
「
悴
理
露
群
」
伸
専

3悩
卜
°
や
c禦

咲
き
+せ

製
檬
」
V3収

測
条
′
α
椰
p優

」

叔
ぶ
伸
導
'α

て
ヽ
メい
測
糞

Oν
3叔

測
長
′

率
Щ

イ
C目

431111口
靭
撃

3キ
爆
休

椰
純
約
約
3

姜
メJ測

pゃ
Ⅸ
卸

伸
係
Oa黙

′「
連

稲
」

測
 8

■
OV」

悩
メい
Cp卜

°
ttC S叔

爆
盤
pむ

′

出
戻
硬
榊

せ
軟
卜

爬
適
稲

壼
罫

C塩
〔 曽

晏
゛
ヽ

択
Ю
歯

1霊
C壇

:蟄
悩
pα

椰
ヽ
ま

′
目
輝
伸
E

3ν
て

二`
C調

p円
側

」
VⅨ

卸
約

ヤ
く

夕
J

測
p卜

°
二
、

ハ
壼
滞

伸
朴

Ъ
V維

F伸
せ
V

卜
ヾ

夕J測
築

p純
悩

卜
°

纏
CS製

沢
継

壼
ヾ
黙
pや

翠
C霞

終
養
測

郡
て
綺
測
Ъ

O測
緊

3軟
使

姜
C喫

や
′い

ロ
ト

°

pρ
タリ メい

.口 」
)」
rt:組

軍
壼
禦
算

超
《
雄
8せ

爆
郷

伸
目
4ざ

和
ヤ

綺
専
RP稔

S′
や
距

悩
後
SC

く
翠
醐

Eツ
ト

°
運
稲
疑

距
壼
′
2回

′
劇
R

駅
椰
純
′

'製

Ⅸ
測

で
椰

約
黙
製
t終

せ
→

Oν

3(3゛
口
■

°
′〔罵

長
゛
ポ

戻
撫
E‖

煙
寂

黙

ρ
「
羅
細

」
里
椰
゛
■

3→
メい

′
卜

■
シ
v翠

増鼻
伸
偏こ

長
ヤ

ν
奎
st〕

く
ロ メい

C篠
寒 Ep寺

へ
°

纏
篠
熊
卿
■

ν
l申

C皿
祖
C駅

憧
壼
′
佃

額
せ
」

キ
て

S′
皿
祖

せ
意

前
せ
熱

誉
緯
測
3

′い
鋼

製
Sl=Cく

測
」
VCt総

p」
叔
°
や

C皿
彊
伸
悩
釈
悩
釈
詳
い

1聰
」
前
黙
V3悩

ヤ

く
°
p゛

1咲
樵
p煙

′
単
靭

C」
0悩

0叔
翠

轟
題
長
゛
駅
脚
緊
伸
seQ側

伍
゛
輝
ぶ

」
悩

」
製
°

咲
蚤

壇
や

く
C擬

陣

=駅
R回

′
Rl氏

'棠
く
攣

約
く
測
導

伸
枢

′照
v3収

鶏
瞑
和

く
晨
ネ

和
く
駅
法
C翼

陣
:(1得

幕
St£

黙
′
纏
ρ
岨
撻

」
榔

ハ
叔
°
《

く
和

く
煙
′
Hoト

ト
購

′
回
終
憔

叫
C鮒

猥
囮
キ

ツ
編
N和

黙
薬
晏

和
黙
叔
く

ツ
ト
°
《
く

和
く

壼
′
ヾ

黙
■

1=せ
熊
C図

く
こ

肛
C爆

瞑
1〔得
ロ
コ

翠
」
V3く

せ
つ

長
長
ミ
゛
Ъ
=C理

憮
ρ
沢

約
轟

3州
眠

せ
駆

S′
串
肛

せ
要
恭
養

国
憮
C

6純
約
伸
最

゛
ヤ
′
熊
摂

伸
郷

3収
3測

′
挙

薬
晏
C颯

3
画

像
Oへ

伸
l:曇

晨
｀

′
選
Stt■

p遂
製

」
収
く
,卜

°
や

C夕
J調

p係
軍

築
報

悩
S′

緊
緊

駆
雄
榊

せ
壼
局
V最

゛
黙
V3悩

」
叔
°

ゃ
c渾

′
棘
疎
p理

儘
■
CHO∞

∞
購

′

卜
、
ぃ
知

、
口
燿
無

約
黙
V回

(」
猥

蝦
和
黙

榔
ハ
収
°
終
熱
輝

'戦

区
轟
純
Cぐ

軍
伸
鞭
V督

叫
戻
機
さ

せ
挙
韻

和
黙
V3悩

」
叔

1〔負
′

～
〇

い
o購

∞
駅

ヽ
Ш
せ
認
経
p蕪

ぼ
」
椰
ハ
収
°

環
く

和
く

C夕
J測

壼
魯

卜
羽 ゴ

1榊
『
噸
SV3

メぃ
′
製

」
せ

せ
状
午

』
(雇

』
制
皿

|ロミ案
#軍

)

せ
椎

ハ
v制

皿長
戚
V3悩

■
°

ゃ
c榊

抑
せ
→
Q測

′
環
く

和
く
C燿

無
士

′

ぐ
ぶ
州
眠

壼
《
く

和
く
簑

回
く
憔

叫
C昼

檀
黒

測
墨
+せ

ポ
Ot誉

Vこ
」
螺

3測
撫
メRV3

収
局
′ぃ

ッ
ト
O隠

く
c側

導
長
゛

1料
せ
回

(恭
叫
職
罫

篠
型

ф
」
測
黙

肛
鯉
撫

゛
せ
も
雲

」
V3榔

」
叔
°

測
夕J゛

築
爵
s雁

て
,喋

く
和

く
壼
′

皿
く

恭
叫
C理

轟
」
「

1細
θ
螺

゛
和

qlR蚤
:掏

颯

3Vぐ
部

雑
伸
橡
興

和
ヤ

Q°
単
器

望
叫

3《

く
壼
′
皿
像
伸

同
ン

2`測
」
ν
咽
」
VV黙

収
回
(恭

叫
二
唖
器
伸
憧
ハ
V3Q“

メい

'総
0叔

°
枷
堅
撻
壼
攣
C駅

黒
《
伸

卜
K―

二
せ

襦
凛
V紫

V′
『
奪
晨

せ
根
測
口
く К

和
ヤ
Q長

゛
′

暮
E伸

卜
Q→

メい
稲

駐
」

Ψ
里

」
3』

測

雷
せ
翠

《
卜

●
°

黒
ボ

壼
前
ObS響

く
実

」

測
≦

卜
」 コ

1和
く

壼
祀

」
V3欄

卜
°

ヾ
」
v黒

《
ぼ
壼
尽
欄 亘く

・
《
く
約
tCF

駆
調
彊
歴

1【
ぐ
軍
伸
‖ 晋
係
」
′
休
欄
く
撻

」
1月

9v′
へ
【
C撃

伸
羅
眠
ハ
V皿

個
せ
烈

3颯

ρ
メぃ
測
ハ
収
枷
熙
伸
翠
軍
」
ヽ

C局
メい

」
颯
て

V3悩
卜
°

「
+1購

樫
′

｀
｀
沢
Cく

ヽ
:ゝ

ケ
｀
へ
p米

叫
CSメ

い
榔
悩
′
根

壼
憔

叫
築
専
p総

ヾ
長
゛

最
゛
Ъ

′
収
役
′
鶏

1=11負
専

条
轟
誉

黙
笹
陣
専

+く
Cく

楓
後
挙

ヨ
和
黙
椰

3測
3農

民
′
恐

せ
調
彊

C£
条
゛
紀
榔
悩
嵌

1咲
軍
剌
さ

せ
絲
猥

約
黙
収
Cpや

°ヽ

R収
」
煙
華ヨ
畔 」
桂蒸

p種
ヨ
く К

C測
前
′
壻
RC′

側
像

後
専

条
轟
誉
黙
笹
く
紙

1〔負
轟

食
黙
椰

3′

測
3′

ぃ
cp′

尽沢
|ミ量

壼
1‖ 回

(Rタ
ト
、二

1こ
:´ ∨

'測
3メ

い

恐
Cポ

■
せ
′
食
叔
」
θ
」

前
゛
黙
QttS■

約
v3vv黙

測
30V′

展
黙
収
Cp卜

°

ゃ
黙

せ
局
OVく

紅
壼
轟

■
和
黙
悩

ハ
収
篠
′

=く
Cく

'〔 負
や

Cl蹄
伸
最
OV3ヾ

'ハ
“
メい

長
°
悩
叔
′
州
眠

壼
釈
CttO」

尊
伸

ハ
収
測

3′
い
Cp」

“
′い

長
°

ぐ
風
煙
憔
叫
Cnン

2ヽ測
ハ
V佃

佃
和
ヤ

Ｔ∞い鶏＼コ佃

〇〇ｒ

椰漢ＣくやＫ藤



胚
玉

→
メい

測
′
3(3゛

測
1眸+,伸

翠
10ν

‖Щ ov3
(→

メい

'や
」

根
せ
′
側
毬

」
ν

lEl(軍
S榊

せ
椰

ヾ
姜
′
測

維
′史

練
駅
C郎

煙
′
「
回

ζ
C晏

ぐ
伸
終

せ
姜

S長
農

Oν
習
前
■

卜
局
′い

椰
駅
C鞭

颯
量
増

p稔
0叔

」
測
真

卜
約

く
壼
羅

」
v3悩

卜
°

や
」
V唱

渾
せ
黒
《

約
く
煙
「
ぐ
CR叔

」
C

頓
糞

゛
測
」

ν
燿
′
憔

叫
測

壼
こ

長
測

3ミ
黙

Vφ
食

長
S悩

ヤ
く
後
′
+|せ

肛
′
法
cぐ

伸
+Oν

V黙
収
憔

叫
か
一

気
一

二
壼
′
■

条

゛
鶏
で
伸
丑

」
」
Ъ
悩
卜

」
測
燦
ovvO収

測
榊
制
ロセ

規
て

ノヽ
3悩

卜
°

夕Jc編
蒸 卜‖ く 約

ヘミ
t重

HOOH購
せ
同
帯

約
黙

ν
S悩

卜
°
誕

壼
′

羅
ネ

和
く
後
運

眼
p維

′史
製
軍

ミ
測

」
製
賦

■

勲
′
標要

で
測
測
桜つ

せ
Iバ

生∋
召
0叔

ナ 1製
3ギ

ロ
項コ
麟

3躙
」
椰

後
゛
ぐ

回
C爆

蹄
せ
熱
ミ

」
悩
」
叔
°

同
口
小
罪

シ
翠

C輛
哩
野
ρ
稔

Oν
嗽

約
く

後
熊
ぼ
導

′
尽
OVC涎

郎
p卜

°
督
叫

熙
熱

さ
せ
挙

韻
約
黙
V3叔

環
く

和
く
伸
枢
′照
Vト

和
0叔

箕
1ヽ

:ヽ卜
ヽ

卜
c軽

郎
題
雄
榊
C択

ミ

ρ
督
叫

長
゛
■
撻

和
黙
′
撫

●
c鶏

十
PRく

颯
V築

熙
悩

Oν
輝
陣

後
郡
St£

黙
悩
」
叔
°

■
つ
督
叫
C択

ミ
シ
軽

緊
刑
素

や
ヽ
ヽ
一
C覆

■
`|卜

'昧
和

く
壼
ハ

0′
夕J黙

悩
p枢

′く
ν
卜
約

0製
択

ミ
せ
憧
権

伸
箱

て
′
障
く
К
」
製
璽
摂

キ

幕さ OV鶏
く 13ハ

叔
中
Rミ

ハ
J′

葦 祗
程К

CttSC熙
鍾

署ヽ
く
K悩

p輛
目
≦ 卜

く
口
3悩

ハ
製
°「

常朝
典聟

約
く
測

壼
錦
購

笑
SC障

く К
pト

ー
」
測
摂
く
Clく

篠
箱

て
収
→
メい

せ
′
里
摂

キ
尽
OVく

Kメ
い
状

ミ

測
C■

く KS C蓉
測

椰
S悩

」
叔
°
月

0製
く

Ъ
tt c夕

J測
掏
憧
儒

測
測
つ

せ
単

Ъ
′
輛 Es枢

堰
卜

Q′
夕」
く
椰
世

肛
伸
呵

篠
Jヤ

Q十
や
伸
響

ぐ
」
0悩

」
製
°

尽
epc語

く
‖

=駅
ヽ
回
Cぐ

回
′
尽
Oν

部
く К

せ
熱
ミ

ハ

悩
ハ
叔
°

1霊
中
p増

て
悩
」
叔
後
′
要

壼
■
さ

せ
稔

ミ
ヤ

ロ
『
部

蝶
 
督
C嘲

』
(留

嘲
#)

枷
岨
騒

」
悩
ハ
叔
°
<朴

世
ゼ
C摂

く
後
翠
翠

せ
椰

S′
「

爆
蹄

」
測

3メ
い
岬
p奪

晨
せ
照
p

恒
く
K篠

維
Pせ

姜
S悩

」
収

11得
′
ヾ
c摂

く
型

翠
C量

築
輝
皿皿
十
Cd藝

p捻
S部

く
測
」
V

榊
岬

轟
牌
岨
終
担
釈
」

ロ
ト

°
ゃ
o唾

p纏
ρ

黒
F覆
駐
欄ミ
畿」

C十
日
寺ト
ホヽ

ヾ
「
匡
R丼
ミ
Cく

K」
C嵩

さ
く К

せ
熊
■

長
゛
熱
ミ

」
′
購

駅
1桓

根
s翠

権
伸

ポ
む
姜

後
゛
部
掏
儒

ф
,(終

」
(掏

蟹
農
OV前

悩
」
叔
°

lJ黙
゛
C部

後
牌

`噸
ポ
dC■

O夕
」

´
0収

轟
3ヽ

枢
測
覇
(せ

『
盤
C嘲

』
せ
挙
o

゛
黙

ν
3悩

卜
°

夕JC欧
ポ

Cく
K」

せ
壼
「
酬
:
田
黒
器

同
  9

測
3メ

い
楓

築
稔
OVヾ

Cせ
C聰

熙
平
鶏
話
駅

せ

刈
゛
黙
V前

悩
」
叔
°
8駅

卜
F′

牌
硼

ポ
」

局
S′

株
ぐ
係

せ
く F#C「

酬
〔 田

薇
ポ

楓
」

せ

「
ポ
C嘲

」
篠
興

笹
黙
叔

測
刑

素
伸

口
前

′
級

粕
測

ぱ
害

Ъ
条

」
和

測
埋

ハ
約

C悩
悩

「
鶏

ポ

誉
」
悩
卜

」
測
崚
ぺ

悩
」
収
°

=駅
CttKKO躙

徹
せ
「

1田樹蓉
」
測
最

S′

夕Jく
椰
部
枷
徹

総
悩
」
叔
°

RH当
<′
い
哺≦

C理
墨
」

3歴
≪
Iメ

生∋
Vく

K・
で
待ヽ

せ
指討

前
ハ
里
摂

C躙
ポ
メい

夕JC部
壼
′
択

匿
和
tC輔

熱
せ
儒

黙
ν
枢

V窓
Q3さ

RH伸
量

続
眠

椰
篠
゛
躙

伸
ポ

0叔

測
前

せ
膊

黙
収

1糎
,卜

°

駅
ポ

Cく
KCく

KЩ
C部

く
C択

☆
測
摂

伸
く
ロ

ミ
ヤ
綺
Cr夕

JC部
く KC回

篠
尽
OVロ

ト
°

く
口捕 ヒ

く
KC求

≦
里
≦要
引“

噸
嵩 が
く Kc卜

い
ヽ
二
篠

姦
せ
尽

せ
饂
゛
黙
V3悩

卜
°

夕J 
CttKKC粟

CttOせ
壼
′
「
線

目
|1早

回
 
駅

釈
部

く
K儒

‖
」
測

ヽ
、
ニ

ヘ
後
羅

和
ャ
vsv

部
く rc暉

3輿
駅
伸

|【
」

口
3悩

卜
°

ヽ
ヽ
ニ

ヘ
C郭

せ
日
長
゛

高
価
p申

ユ IPC蝉

゛
黙
叔
部

篠
料

く

'3悩
卜

°
夕J黙

後
ぐ

皿
C

■ヽ" ,ヽい‖
1,
●■
|

■
障

蘊

嵩 さ くК
せ
錮ば 日ヨ

約
黙
叔
高
ム
=ロ

ロ
や
ホ 入
°
く 口捕 ヒくК

篠

棄
ミ
ヾ
測
∞
世
8念

営
純

1霊
せ
牌
硼
ポ
」
ρ
ペ

′史
榔
ハ
叔
°
姦
里
Rく

ヽ
調
C択

築
撻

せ
撫

3

v鶏
゛
黙
椰
卜
°

Fぐ
c駅

壊
c恨

後
塁

メぐ
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師
走

の
巷
を
味
わ
え
る
な
ん
て
自
由
の
身
に

な
っ
た
の
だ
…
と
し
み
じ
み
実
感
し
ま
す
。
１

９
７
０
年
の
師
走
か
ら
５２
年
ぶ
り
の
日
本
の
巻

の
師
走
で
す
。
あ
の
７０
年
は
１２
月
２０
日
、
沖
縄

コ
ザ
市
で
の
米
兵
の
交
通
事
故
を
契
機
に
、
米

軍
支
配
の
差
別
と
圧
制
に
怒
っ
た
沖
縄
の
人
ぴ

と
が
立
ち
上
が
り
、
「暴
動
」
と
い
わ
れ
る
激

し
い
抗
議
行
動
を
起
こ
し
た
年
で
す
。
そ
し
て

ま
た
私
に
と
っ
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
の
出
発
を

考
え
て
い
た
７０
年
師
走
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
師
走
は
長
い
獄
中
生
活
を
労
っ
て
下

５２
年
ぶ
り
の
巻
の
師
走

さ
る
旧
友
た
ち
の
歓
迎
会
兼
忘
年
会
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
、
自
粛
し
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル

も
乾
杯
で
少
し
飲
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
土

曜
会
の
忘
年
会
、
月
光
の
会
の
歌
人
た
ち
の
忘

年
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
毎
年
恒
例
の

加
藤
登
紀
子
さ
ん
の
「ほ
ろ
酔
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

鑑
賞
と
、
そ
の
後
の
明
治
大
学
と
専
修
大
学
の

旧
友
た
ち
、
主
に
ブ
ン
ト
系
の
学
生
運
動
時
代

の
仲
間
た
ち
が
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
出
所
歓
迎

の
会
も
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。
友
人
た
ち
に
記

憶
さ
れ
て
い
る
Ю
年
以
上
も
前
の
エ
ビ
ソ
ー
ド

の
中
の
私
は
、
生
意
気
だ
し
実
物
よ
り
ず

っ
と

素
敵
で
し
た
。

ま
た
友
人
の
通
う
福
祉
施
設
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
の
公
演
も
誘
わ
れ
て
見
学
し
ま
し
た
。
高
齢

者
介
護
の
狭
い
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
し
た
が
、
施

設
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
万
全
の
準
備
で
迎
え
て

下
さ
り
、
車
格
子
の
方
も
認
知
症
の
方
も

一
緒

に
劇
を
や
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
冬
な
の
に
汗
だ
く

に
な
っ
て
カ
ン
ペ
を
持

っ
て
台
詞
を
教
え
た
り

進
行
係
を
し
た
り
と
大
い
に
笑
わ
せ
る
楽
し
い

劇
が
進
み
ま
し
た
。
田
歳
代
の
方
々
の
劇
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
車
格
子
の
少
女
た
ち
の

「翼
を
く

だ
さ
い
」
の
ダ
ン
ス
も
素
晴
ら
し
く
て
、
こ
ん

な
ふ
う
に

一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
る
集
い
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設
で
の
虐

待
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
の

一
方
で
、
今
の
日
本
の

社
会
の
隅
々
で
心
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力
に
よ

り
高
齢
者
が
自
分
を
誇
り
つ
つ
過
ご
し
て
い
る

姿
は
、
我
が
身
を
考
え
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。

高
校
時
代
の
友
人
と
も
、
東
京
拘
置
所

（東

拘
）
で
の
十
数
年
前
の
面
会
を
除
け
ば
約
５５
年

ぶ
り
に
、
お
し
ゃ
べ
り
の
再
会
も
し
ま
し
た
。

旧
友
の
一
人
は

「東
拘
の
面
会
で
あ
な
た
か
ら

刺
激
を
受
け
た
か
ら
私
も
や
る
わ
―
」
と
早
速

．
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市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
、
見
事
当
選
し

て
今
も
議
員
で
す
。
市
議
会
で
は
同
年
配
の
お

や
じ
議
員
た
ち
の
無
自
覚
な
差
別
発
言
に
怒
り
、

弱
者
救
済
に
走
り
回
る
彼
女
は

「私
に
は
天
職

だ
つ
た
わ
！
」
と
来
年
も
市
議
選
に
挑
戦
す
る

と
張
り
切
つ
て
い
る
後
期
高
齢
者
で
す
。
高
校

時
代
の
私
た
ち
の
ま
ま
お
し
ゃ
べ
り
を
続
け
ま

し
た
。

師
走
は
子
供
時
代
に
大
好
き
な
最
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
っ
た
ボ
ロ
市
を
、
娘
の
メ
イ
と
連
れ
立

っ
て
６０
年
ぶ
り
に
覗
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

懐
か
し
い
我
が
家
の
あ
た
り
を
メ
イ
に
も
見
て

も
ら
い
た
く
て
徘
徊
し
た
り
、
昔
の
ボ
ロ
市
の

寒
さ
を
思
い
出
し
な
が
ら
ぐ
い
呑
み
を
買
っ
た

り
と
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
中
の

師
走
に
は
心
睡
り
、
命
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感

し
ま
す
。
で
も
獄
中
に
も
海
外
に
も
厳
し
い
冬

を
過
ご
し
て
い
る
友
人
た
ち
が
い
る
の
を
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
娘
と

語
り
合
い
な
が
ら
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

娘
と
２
人
だ
け
の
正
月
は
喜
寿
に
し
て
初
め
て

で
す
。
静
識
で
心
豊
か
に
正
月
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
無
理
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
リ

ハ
ビ
リ
の
お
陰
で
体
調
も
良
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
今
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
の
反
論

毎
日
新
聞
電
子
版
に
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

記
事
が
１２
月
２７

・
２８
日
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
学
生
運
動
の
歴
史
を

１
９
６
０
年
代
の
戦
い
の
背
景
か
ら
語
り
、
連

合
赤
軍
事
件
や
１
９
７
２
年
の
リ
ソ
ダ
関
争
な

ど
に
対
す
る
質
問
に
答
え
た
も
の
で
す
。

驚
い
た
の
は
、
ギ
ラ
ッ
ド

・
コ
ー
ヘ
ン
駐
日

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
が
す
ぐ
に
、
毎
日
新
聞
に
私

の
意
見
を
載
せ
た
こ
と
に
抗
議
の
反
論
を
し
た

こ
と
で
す
。
コ
ー
ヘ
ン
氏
は
、
去
年
の
私
の
出

獄
時
に
大
勢
の
人
々
に
私
が

「温
か
く
迎
え
ら

れ
る
姿
を
見
て
愕
然
と
し
ま
し
た
」
と
１２
月
２７

日
の
夕
刊
フ
ジ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
つ
た
ば
か

り
で
す
。
毎
日
新
聞
側
は
、
世
論
の
反
発
や
イ

ス
ラ
エ
ル
側
抗
議
に
驚
い
た
の
か
、
私
の
電
子

版
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
載

っ
た
翌
日
の
２９
日
に

「駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と

し
て
反
論
す
る
機
会
を
与
え
ま
し
た
。

毎
日
新
間
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
が

「日
本

赤
軍
の
最
高
幹
部
だ
っ
た
重
信
房
子
氏
が
毎
日

新
間
の
取
材
に
語
つ
た
内
容
に
対
し
、
テ
ロ
を

美
化
す
る
も
の
で
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
だ
と
真

っ
向
か
ら
反
論
し
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
コ

ー
ヘ
ン
大
使
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
』
冷
血
な

テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
重
信
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
言
葉
に
当
惑
し
、
驚
い
た
。
日
本
赤
軍
は
１

９
７
２
年
に
約
１
０
０
人
が
死
傷
し
た
テ
ル
ア

ビ
プ
空
港
乱
射
事
件
を
起
こ
し
た
。
彼
女
は

『ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

こ
の
事
件
を
ま
る
で
良
い
こ
と
を
し
た
か
の
よ

う
に
美
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
「重
信
氏
の

考
え
は
残
忍
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
、
自
由
主
義

メ
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社
会
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
だ
と
考
え
る
」

「彼
女
の
よ
う
な
人
物
を
有
名
人
の
よ
う
に
あ

つ
か
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
話
し
、
発
言

を
垂
れ
流
さ
せ
ず
批
判
的
に
捉
え
る
べ
き
だ
な

ど
と
述
べ
て
い
ま
す
。

私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
リ
ッ
ダ
闘
争
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語

っ
た
の
が
気
に
い
ら

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「当
時
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
作
戦
は
パ
レ
ス
チ
ナ

ば
か
り
か
、
ア
ラ
ブ
世
界
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

が
こ
ぞ
っ
て
支
持
賞
賛
し
た
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か

，
。

こ
の
闘
争
に
つ
い
て
は
イ
ス
ラ
エ
ル

側
の
情
報
が

一
方
的
に
流
布
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
人
義
勇
兵
だ
け
が
民
間
人
を
虐
殺
し
た
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
交
戦
下
の
出
来
事
で
す
。

勿
論
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
も
民
間
人
を
殺
傷
し
ま
し

た
。
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
側
死
者
の
中
に

［決
し

て
民
間
人
で
は
な
い
パ
レ
ス
テ
ナ
側
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
あ
つ
た
］
ア
ハ
ロ
ン

・
カ
テ
ー
イ
ル
と

い
う
、
生
物
科
学
兵
器
を
開
発
し
て
イ
ス
ラ
エ

ル
の
建
国
前
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
と
ア
ラ
ブ
人
に

対
し
て
そ
の

［兵
器
］
を
使
い
続
け
て
き
た
人

物
も
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
い

に
日
本
人
義
勇
兵
が
参
加
し
た
も
の
で
す
。
戦

争
を
肯
定
し
な
い
け
れ
ど
戦
い
が
あ
る
以
上
犠

牲
が
生
じ
ま
す
。
殺
し
あ
う
こ
と
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
歴
史
的
な
戦
争
下
に
あ
る
戦
場

で
の
、
ひ
と
つ
の
軍
事
行
動
が
リ
ッ
ダ
空
港
攻

撃
で
す
。
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
何
百

万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と
は
抵
抗
の
闘
争

に
よ
っ
て
再
生
し
て
い
た
激
し
い
時
代
で
す
。

当
時
私
は
彼
ら
の
任
務
を
事
前
に
は
詳
し
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で

根
源
的
、
人
間
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
な
ら
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
も

っ
と
も
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
形
を
取
ら
ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
」

「無
事
の
人
を
傷
つ
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
奥
平
さ
ん
た
ち
は
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
と
も
語
り

合
い
、
相
手
の
命
を
奪
う
な
ら
、
当
然
自
分
た

ち
も
生
き
る
権
利
が
な
い
と
主
張
し
た
さヽ
つ
で
す
」

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
に
発
言
の
自
由
が
あ
る
よ

う
に
私
に
も
自
由
な
発
言
が
許
さ
れ
て
当
然
で

し
ょ
う
。
私
は
刑
期
を
終
え
て
自
由
の
身
に
な

っ
て
い
る
日
本
人
で
す
。
日
本
人
が
日
本
の
憲

法
に
則

っ
て
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
は
基
本
的

人
権
で
す
。

第
２
に
リ
ッ
ダ
闘
争
は
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
作
戦
で

す
。
日
本
赤
軍
の
作
戦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

私
が
リ
ッ
ダ
闘
争
に
関
わ
っ
た
事
実
は
あ
り
ま

せ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
の

一
部
は
無
知
か
意
図
的
か
、　
１４

リ
ッ
ダ
闘
争
に
私
が
関
与
し
た
よ
う
な
誤

っ
た

情
報
を
流
布
し
て
き
ま
し
た
。
数
万
人
を
超
え

る
メ
ン
バ
ー
を
持
つ
当
時
の
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
組
織
の

作
戦
に
、
ア
ラ
ブ
に
来
て
１
年
経

っ
た
ば
か
り

の
２０
代
の
、
言
葉
も
不
自
由
な
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
私
が
何
を
で
き
た
と
い
う
の
で

，し

よ

つヽ
。

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
か
ら
も
他
の
ど
の
国
か
ら

も
、
私
は
こ
の
リ
ッ
ダ
闘
争
で
訴
追
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
指
揮
下
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
脱
し
て
日
本
赤
軍
を
結
成
し

て
い
く
の
は
そ
の
後
の
１
９
７
４
年
で
す
。
私

が
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
当

局
が

一
番
よ
く
知

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
義
勇
兵
の
１
人
岡
本
公
三
さ
ん
が
自
分

だ
け
生
き
残
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
悔
や
み
、

作
戦
後
に
自
殺
を
さ
せ
て
は
し
い
と
願
っ
た
時
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
ゼ
ビ
将
軍
は
岡
本
さ
ん
の
心

情
を
利
用
し
て

「事
実
を
残
ら
ず
述
べ
た
ら
、

拳
銃
を
与
え
て
自
殺
さ
せ
て
や
る
」
と
嘘
の
契

約
書
ま
で
作
ら
て
約
束
し
自
白
さ
せ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
こ
と
は
軍
事
法
廷
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
も

一
切
私
の
関
与
は
あ
り

ま
せ
ん
。

第
３
に
私
や
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
は
、
こ
の
大
使
が
宣

伝
し
て
い
る
よ
う
な

「
反
ュ
ダ
ヤ
主
義
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
友
人
が
お

り
、
過
激
な
シ
オ
ニ
ズ
ム
に

一
緒
に
反
対
し
て

き
ま
し
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
宗
教
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
の
で
す
。

「
パ
レ
ス
チ
ナ
を
占
領
し
ア
ラ
ブ
人
を
追

い
出

し
て
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
の
国
家
を
造
る
」
と
い
う

シ
オ
ニ
ズ
ム
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信
奉
す
る
人
た

ち
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
区
別
し
て
き
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
国
連
決
議
を
無
視
し
て
パ

レ
ス
テ
ナ
ア
ラ
ブ
領
土
占
領
を
続
け
て
お
り
、

そ
れ
が
批
判
さ
れ
る
と
常
に

「反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、

ヒ
ト
ラ
ー
と
同
類
」
と
い
う
論
理
で
ご
ま
か
す

こ
と
は
世
界
中
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
な
ど
と
騒
い
で
批
判
を
黙

ら
せ
る
論
法
が
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
日

本
で
、
「反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
の
レ
ツ
テ
ル
を
貼

る
こ
と
に
よ
り
私
ば
か
り
か
掲
載
し
た
マ
ス
コ

ミ
を
叩
く
こ
と
で
怯
ま
せ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

政
策
を
批
判
す
る
言
論
の
場
が
狭
め
ら
れ
る
こ

と
を
私
は
危
惧
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

国
連
決
議
を
無
視
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
ア
ラ
プ

領
土
を
占
領
し
、
民
族
浄
化
を
続
け
て
い
る
の

は
イ
ス
ラ
エ
ル
側
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
多
く

の
人
び
と
に
知
っ
て
は
し
い
。
特
に
最
近
の
イ

ス
ラ
エ
ル
政
府
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民
族
浄
化

政
策
を
競
い
あ
つ
て
選
挙
に
勝
つ
こ
と
を
狙
っ

て
い
る
実
態
も
知
っ
て
は
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
去
年
１２
月
２９
日
に
発
足
し
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
は

「
ユ
ダ
ヤ
人
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
て
の

土
地
に
独
占
的
で
議
論
の
余
地
の
な
い
権
利
を

持
つ
」
と
宣
言
し
て
、
国
連
で
も
何
度
も
非
難

決
議
さ
れ
て
き
た
占
領
地
に
対
し

「政
府
は
入

植
活
動
を
促
進
す
る
」
と
決
定
し
て
い
ま
す
。

公
然
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
体
殺
を
訴
え
る
極
右
政

党
も
新
政
権
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
地
拡
大
と

暴
力
が
パ
レ
ス
チ
ナ
を
襲
う
で
し
ょ
う
。
人
間

の
尊
厳
を
か
け
た
抵
抗
も
ま
た
激
化
せ
ざ
る
を

え
な
い
で
し
よ
う
。

連
合
赤
軍
事
件
を
語
り
合
う

今
年
に
入
つ
て
、
か
つ
て
連
合
赤
軍
に
加
わ

り
、
あ
の
事
件
の
当
事
者
と
な
っ
た
赤
軍
派
時

代
の
友
人
と
会
い
ま
し
た
。
こ
の
友
人
Ｙ
さ
ん

は
、
私
が
ま
だ
裁
判
を
続
け
て
い
た
時
に
、
東

拘
に
面
会
に
来
て

「遠
山
さ
ん
を
死
な
せ
て
し

ま
っ
て
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
涙

ぐ
ん
で
謝
罪
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は

「生
き
て
再
会
し
過
ち
を
語
り
合
お
う
」
と
約

束
し
ま
し
た
。
獄
の
１０
分
の
面
会
で
は
語
り
合

う
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
友
人
の
Ｋ
さ
ん

も
一
緒
に
３
人
で
会
い
ま
し
た
。
短
い
東
拘
で

り
前
会
を
除
け
ば
５１
年
ぶ
り
の
再
会
で
す
。

「
よ
く
生
き
て
い
た
ね
」
と
お
互
い
に
同
じ
言

葉
を
吐
き
な
が
ら
思
わ
ず
抱
き
合
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
昨
日
も
会

つ
て
い
た
よ
う
に
、
昔
と

変
わ
ら
な
い
仲
間
同
士
の
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

赤
軍
派
か
ら
連
合
赤
軍
に
至
る
時
代
、
根
本

的
誤
り
は
当
時
の
日
本
で
武
装
闘
争
に
活
路
を

見
出
し
続
け
よ
う
と
し
た
こ
と
だ
と
い
ヽ
私
は
自

ら
の
ア
ラ
ブ
で
の
経
験
と
反
省
と
を
語
り
ま
し

た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
下
で
弾
圧
を
受
け
な
が

ら
全
人
民
が
支
持
す
る
抵
抗
手
段
の
一
つ
で
あ

る
武
装
関
争
と
、
赤
軍
派
が
主
張
し
た
日
本
で

の

「武
装
聞
争
」
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

赤
軍
派
は
日
本
で
敗
北
や
失
敗
を
繰
り
返
し
て

も
武
装
闘
争
を
結
集
軸
と
し
て
い
た
分
、
「武

装
闘
争
を
や
る
」
こ
と
を
疑
え
ず
転
換
で
き
ず
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突
き
進
み
ま
し
た
。
「
武
装
闘
争
を
や
る
の

だ
」
と
い
う
観
念
に
取
り
つ
か
れ
で
武
装
闘
争

を
担
え
る
主
体
形
成
の
つ
も
り
で
連
合
赤
軍
結

成
に
至
り
、
信
じ
が
た
い
道

へ
と
踏
み
込
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

私
は
そ
の
こ
と
を
赤
軍
派
の
過
ち
と
し
て
自

覚
し
つ
つ
、
自
分
が
ア
ラ
ブ
に
発

っ
て
か
ら
ど

ん
な
ふ
う
に
森
恒
夫
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
わ
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
転
げ
る
よ
う
に
仲

間
た
ち
が
殺
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
な
お
も
理
解

で
き
な
い
思
い
が
消
え
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｙ
さ
ん
は
、
も
う
５０
年
以
上
経

っ
た
今
で
も

最
初
に
革
命
左
派
か
ら
糾
弾
を
う
け
た
遠
山
さ

ん
の
こ
と
を
話
そ
う
と
思
う
と
涙
が
出
て
し
ま

う
と
言
い
な
が
ら
、
当
時
を
詳
し
く
語

っ
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
あ
森
さ
ん
も
革
命
左
派
か
ら
遠

山
さ
ん
を
批
判
さ
れ
た
当
初
、
な
ぜ
批
判
さ
れ

た
の
か
わ
か
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
、
す
べ
て
の

始
ま
り
だ
っ
た
と
私
た
ち
は
語
り
合
い
ま
し
た
。

毛
沢
東
主
義
の
組
織
の
規
律
あ
る
成
り
立
ち
と
、

い
い
加
・減
で
、
無
自
一覚
な
・女
性
差
別
を
持
っ
て

い
た
自
由
主
義
の
プ
ン
ト
の
組
織
の
違
い
が
あ

り
、
そ
れ
を
無
理
に
森
さ
ん
が
整
合
さ
せ
よ
う

と
し
て
お
か
し
く
な
っ
て
い
つ
た
様
子
も
わ
か

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
良
く
も
悪
く
も
プ
ン
ト

だ
っ
た
な
あ
、
と
３
人
で
し
み
じ
み
語
り
合
い

ま
し
た
。

Ｙ
さ
ん
は
長
い
獄
中
生
活
を
経
て
出
所
後
、

警
察
の
妨
害
も
あ
り
簡
単
で
は
な
い
長
い
時
間

の
中
で
、
社
会
的
な
位
置
を
築
い
て
き
た
よ
う

で
す
。
Ｋ
さ
ん
も
自
身
の
経
験
を
語
り
、
私
た

ち
は
三
者
三
様
の
人
生
の
歩
み
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
の
日
本
と
世
界
の
悪
化
す
る
戦

争
政
策
の
現
実
に
対
し
て
反
省
と
誇
り
を
も

っ

て
生
き
続
け
よ
う
と
話
し
ま
し
た
。
「今
日
は

ま
ず
語
ら
ね
ば
進
め
な
い
こ
と
を
語
り
合

っ
た

け
ど
、
次
は
た
だ
、
う
ま

い
も
ん
で
も
食
お

う
」
と
Ｙ
さ
ん
が
言
い
、
そ
れ
を
約
し
て
別
れ

ま
し
た
。

映
画
「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
１
０
Ｎ
十
１
」

を
見

る

去
年
の
国
葬
に
ぶ
つ
け
て
緊
急
上
映
さ
れ
て

話
題
と
な
っ
た
足
立
正
生
監
督
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ

Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
十
１
」
の
完
成
版
試
写
会
が
１
月
Ｈ

日
に
あ
り
、
招
待
さ
れ
て
出
か
け
ま
し
た
。
と

て
も
良
い
映
画
で
し
た
。
率
直
な
と
こ
ろ
、
若

松
‐
足
立
映
画
は
な
か
な
か
私
に
は
理
解
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
映
画
は
違
い
ま

し
た
。
私
は
、
山
上
徹
也
さ
ん
の
安
倍
元
首
相
　
‐１６

銃
撃
は
、
私
た
ち
の
時
代
に
健
全
に
あ
っ
た
、

異
議
申
し
立
て
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
社
会
の
間

塞
状
態
の
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

警
察
管
理
社
会
の
中
で
権
力
側
の
犯
罪
は
行

政
府
に
よ
つ
て
護
ら
れ
、
他
方
で
政
府
や
そ
の

政
策
が
負
う
べ
き
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や
福
祉

の
責
任
を

「自
己
責
任
」
と
し
て
弱
者
が
踏
み

つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ

の

「
Ｒ

Ｅ

Ｖ

Ｏ

Ｌ

Ｕ

Ｔ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

＋

１

」

は

、

こ
う
し
た
現
実
を
率
直
に
描
き
、
あ
あ
し
た
銃

撃
で
し
か
問
題
解
決
で
き
な
い
と
思
い
詰
め
た

山
上

（映
画
上
の
苗
字
は
川
上
）
の
苦
し
く
て

哀
し
い
状
況
を
鋭
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
映
画
は
日
本
の
社
会
と
歴
史
の
根
拠
の

中
に
こ
の
個
人
決
起
を
位
置
づ
け
、
ま
た
パ
レ

ス
チ
ナ
の
歴
史
的
現
実
に
位
置
づ
け
た
点
で
、

優
れ
て
普
遍
性
を
持
ち
得
た
映
画
に
な
つ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
パ
レ
ス
テ
ナ
で
の
戦
い
の

歴
史
を
と
も
に
し
た
足
立
さ
ん
だ
か
ら
成
し
得

た
こ
と
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

脚
本
を
共
同
執
筆
し
た
井
上
淳

一
さ
ん
が
上

映
後
の
会
見
で
語
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

山
上
決
起
の
映
画
を
や
ろ
う
と
決
め
た
時
、
週

刊
誌
の
記
事
に
あ

っ
た
２
行
の
情
報
を
見
て
こ

れ
で
書
け
る
！
と
確
信
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の

２
行
に
は
、
自
殺
し
た
山
上
の
父
と
リ
ッ
ダ
闘

争
で
自
決
し
た
日
本
人
戦
士
安
田
安
之
さ
ん
が

同
じ
東
大
工
学
部
の
麻
雀
仲
間
だ

っ
た
と
い
う

こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ

こ
か
ら
日
本
人
戦
士
た
ち
が
オ
リ
オ
ン
の
星
に

な
ろ
う
と
語
り
殉
教
し
た
戦
い
に
繁
が
り
、
星

に
な
る
、
つ
ま
り
山
上
を
そ
の
視
座
か
ら
と
ら

え
よ
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
映
画
は
、

ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
合
わ
せ
て
戦
争
準
備
の
防

衛
費
増
額
に
だ
る
政
権
と
今
の
日
本
社
会
の
悲

惨
な
現
実
の
落
差
を
考
え
さ
せ
ま
す
。

娘
と
丁
一唇
見
て
い
た
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
ア
ラ

ビ
ア
語
版
は
、
岸
田
首
相
が
訪
欧
米
で
署
名
し

た
軍
事
協
力
の
内
容
を
ニ
ユ
ー
ス
で
報
じ
て
い

ま
し
た
。
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
に
始
ま
る
日
本
を

前
線
と
す
る
戦
争
準
備
の
軍
拡
路
線
が
既
に
本

格
化
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
有
事
に
は
米
軍
の

み
な
ら
ず
、
英
軍
も
日
本
領
土
で
展
開
す
る
こ

と
が
今
回
可
能
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
ま
し
た
。

英
国
も
含
め
て
憲
法
違
反
の
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
で
あ
る
と
い
う
報
道
に
は
驚
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
転
換
が
日
本
の
テ
レ
ビ
で
は
語
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
で
す
。

世
界
か
ら
見
え
る
岸
田
政
権
下
の
日
本
は
、

歴
史
上
か
つ
て
な
い
好
戦
的
な
軍
拡
国
家
化
に

突
き
進
ん
で
い
る
と
喝
破
さ
れ
て
い
ま
す
。
岸

田

・
バ
イ
デ
ン
会
談
な
ど
の
危
険
な
内
容
の
報

道
が
あ
ま
り
に
小
さ
く
扱
わ
れ
、
さ
ら
つ
と
し

か
報
じ
ら
れ
な
い
一
方
で
、
ウ
タ
ラ
イ
ナ
の
戦

‐
況
を
詳
し
く
伝
え
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
発
言
を
細

か
く
解
説
す
る
日
本
の
テ
レ
ビ
報
道
に
は
呆
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
思
わ
ず
こ
ん
な

一
首
が
零
れ

ま
し
た
。

俯
い
て
し
れ
っ
と
読
ん
で
る
松
野
さ
ん

九
条
違
反
の
戦
争
の
道

２
０
２
３
年
１
月
”
日
　
重
信
房
子

［迫
記
］
矢
崎
泰
久
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

レ
バ
ノ
ン
、
バ
ー
ル
ベ
ツ
ク
に
あ
る
ロ
ー
マ

遣
跡
の
パ
ッ
カ
ス
神
段
の
石
畳
を
歩
き
な
が
ら
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
だ
め
な
国
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
ん
だ
ろ
う
、

と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
矢
崎
さ
ん
を
思
い
出
し
ま

す
。
矢
崎
さ
ん
と
話
り
合
つ
た
あ
の
時
代
よ
り

も
今
の
日
本
は
、
ま
す
ま
す
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
の
姿
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
が
獄
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
矢
崎
さ
ん
と

千
夏
ち
ゃ
ん
と

『創
』
で
対
談
す
る
予
定
で
し

た
が
、
私
の
体
調
が
回
復
せ
ず
、
そ
の
」機
会
を

失
し
今
年
対
談
を
す
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
と
聞
き
、
と
て
も
残
念
で
申
し

訳
な
い
思
い
で
す
。

ト
イ
レ
の
な
い
山
岳
地
帯
で
、
足
立
さ
ん
と

「
連
れ
シ
ョ
ン
の
仲
だ
よ
」
と
言
い
な
が
ら
本

当
に
楽
し
そ
う
に
草
原
を
歩
き
ま
わ
つ
て
い
た

姿
が
今
も
目
に
浮
か
び
ま
す
。
矢
崎
さ
ん
、
彼

岸
で
対
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

「ロフト9」 にて「 REVOLUT10N+1」 上映後の会見
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出
所
か
ら
も
う
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
リ
ハ

ビ
リ
日
記
も
何
回
か
で
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た
の

で
す
が
篠
田
編
集
長
か
ら
続
け
る
よ
う
に
と
誘

わ
れ
て
続
け
ま
す
。
私
も
書
く
の
が
楽
し
い
で

す
。リ

ッ
ダ
闘
争

５１
周
年
記
念
集
会

で

去
年
は
出
所
し
て
す
ぐ
倒
れ
て
し
ま
い
、
せ

っ
か
く
の
リ
ッ
ダ
闘
争
５０
周
年
集
会
に
は
参
加

で
き
ず
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
今
年
は

「
ナ
ク
パ
」
（イ
ス
ラ
エ
ル
の

一
方
的
な
占
領
と

リ
ッ
ダ
闘
争
５１
周
年
記
念
集
会

建
国
宣
言
に
、
パ
レ
ス
テ
ナ
、
ア
ラ
プ
は
１
９

４
８
年
５
月
１５
日
を

「ナ
ク
バ

（大
惨
劇
）
の

日
」
と
定
め
た
）
か
ら
７５
年
目
、
ま
た
Ｐ
Ｌ
０

と
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
相
互
を
承
認
し
た

「オ

ス
ロ
合
意
」
か
ら
３０
年
目
で
す
。

私
は
報
告
者
と
し
て

「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
現
状

と
私
た
ち
の
課
題
―
オ
ス
ロ
合
意
か
ら
３０
年
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
４
つ
の
テ
ー
マ
で
話
し
ま

し
た
。
リ
ッ
ダ
闘
争
集
会
に
私
は
初
参
加
な
の

で
、
ま
ず

「
１
９
７
２
年
　
リ
ッ
ダ
闘
争
と
は

ど
の
よ
う
な
闘
い
だ
っ
た
の
か
？
　
イ
ス
ラ
エ

ル
報
道
を
提
え
直
す
」
を
第

一
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。
第
二
は
私
た
ち
が
実
践
し
た
国
際
主
義

　

‐００

の
総
括
的
な
報
告
、
第
二
は
オ
ス
ロ
合
意
の
時

代
と
そ
れ
が
反
故
に
さ
れ
て
き
た
現
実
を
語
り
、

第
四
は
、
中
東
の
新
し
い
動
き
と
パ
レ
ス
チ
ナ

連
帯
に
つ
い
て
で
す
。

７０
人
ほ
ど
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ

や
岡
本
公
三
さ
ん
か
ら
連
帯
の
挨
拶
が
会
場
に

届
き
、
釜
ヶ
崎
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
方
々
の

連
帯
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
活
発
な
雰
囲
気
の

集
会
で
し
た
。
な
ん
と
な
く
昔
の
新
左
翼
の
集

よ
み
が
え

ま
り
風
の
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。
去
年
は
マ
ス
コ

ミ
が
浴
れ
か
え

っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
年

は
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
、
私
も
久
し
ぶ
り
の
集

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日
本
や
米
欧
で
は
、
リ
ッ
ダ
闘
争
は

「全
て

日
本
人
に
よ
る
大
虐
殺
」
と
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル

側
の
報
道
で
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
第

一

の
報
告
で
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
話
を
正
そ
う

と
思
い
ま
し
た
。
当
時
か
ら
ア
ラ
プ
の
新
聞
は
、

戦
時
下
の
軍
事
空
港
を
兼
ね
て
い
る
リ
ッ
ダ

（テ
ル
ア
ビ
ブ
）
空
港

へ
の
襲
撃
作
戦
の
正
当

性
を
語
り
、
ア
ラ
ブ
パ
レ
ス
テ
ナ
側
の
義
勇
兵

と
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
と
の
交
戦
を
熱
狂
的
に
支
持

ン
テ
イ
ア
が
全
員
を
殺
し
、
全
員
を
負
傷
さ
せ

た
よ
う
に
語
ら
れ
た
が
、
誰
も
調
べ
な
か

つ

た
」
「
な
ぜ
な
ら
、
事
件
後
、
現
場
を
掌
握
し

て
い
た
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
だ
け
で
あ
り
、
イ

ス
ラ
エ
ル
警
備
兵
に
よ
っ
て
誰
か
が
撃
た
れ
た

可
能
性
を
示
す
こ
と
は
彼
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
利

益
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
獄
か
ら
ジ
ェ
ネ
ー
プ
条
約
に

基
づ
く
捕
虜
交
換
に
よ
り
１
９
８
５
年
に
解
放

さ
れ
た
岡
本
公
三
さ
ん
も
空
港
を
戦
場
と
し
た

戦
い
の
犠
牲
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
証
言
し

て
い
ま
す
ゃ
「
訓
練
し
た
我
々
三
戦
士
が
、
計

画
ど
お
り
警
備
兵
を
撃
ち
、
慌
て
た
警
備
兵
が

旅
行
客
に
向
か
っ
て
無
差
別
に
撃
ち
返
し
た
。

そ
の
結
果
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
々
が
多

数
死
傷
し
た
。
我
々
が
想
定
し
て
い
摯
以
上
に
、

慌
て
た
イ
ス
ラ
エ
ル
警
備
兵
の
デ
タ
ラ
メ
な
射

撃
に
よ
る
死
傷
者
が
大
半
だ
っ
た
。
し
か
し
、

今
僕
が
そ
う
証
言
し
て
も
、
自
己
弁
護
に
し
か

な
ら
な
い
」
と
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
事
実
を
葬

っ

た
の
で
す
。

こ
の
作
戦
直
後
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
か
ら
、
「真
の
タ

ー
ゲ
ツ
ト
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
立
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
責
任
者
ア
ー
ロ
ン

・
カ
ツ
ィ
ー
ル
だ
」

し
報
道
し
ま
し
た
。
リ
ッ
ダ
闘
争
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ア
ラ
プ
の
戦
争
下
の
一
つ
の
戦
闘
行
為

で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
作
戦
に
日
本
人
義
勇
兵

が
参
戦
し
た
作
戦
で
す
。
時
代
の
制
約
が
あ
る

と
は
い
え
民
間
人
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
戦
い

を
私
は
是
と
し
ま
せ
ん
が
、
現
実
を
語
り
た
か

つ
た
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
側
は
自

ら
の
兵
士
に
よ
る
民
間
人
殺
害
を
隠
蔽
す
る
た

め
に
当
初
か
ら
矛
盾
に
満
ち
た
広
報
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
第

一
報
で

「無
差
別
攻
撃
を
加
え

た
後
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
１
人
は
自
爆
し
、
２
人

目
は
仲
間
の
発
射
し
た
銃
撃
に
よ
り
射
殺
さ
れ
、

３
人
日
は
航
空
機
を
爆
破
す
る
試
み
の
後
捕
え

ら
れ
た
」
と

「
仲
間
の
誤
射
」
と
し
て

「
交

戦
」
を
隠
し
ま
し
た
。
裁
判
で
も
日
本
人
の
銃

で
は
最
大
１
２
０
発
の
弾
丸
し
か
な
い
の
に
空

薬
大
が
１
３
６
発
あ
る
と
し
つ
つ
解
明
を
拒
み
、

イ
ス
ラ
エ
ル
兵
の
銃
弾
に
よ
る
犠
牲
者
の
疑
問

を
封
印
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
レ
バ
ノ

ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
報
復
空
爆
を
繰
り
返
し
、

国
連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
実
解
明
の
調
査
も
拒
否
し

ま
し
た
。

私
は
今
集
会
で
娘
の
メ
イ
ら
研
究
者
た
ち
か

ら
聞
い
た
、
ュ
ダ
ャ
系
米
国
人
の
ハ
ワ
イ
大
学

教
授
パ
ト
リ
シ
ア
・
ス
タ
イ
ン
ホ
フ
さ
ん
の
話

も
紹
介
し
ま
し
た
。
パ
ト
リ
シ
ァ
さ
ん
は
事
件

直
後
イ
ス
ラ
エ
ル
に
飛
び
、
イ
ス

ラ
エ
ル
側
の
報
道
を
鵜
呑
み
に
し

て
書
い
た
が
疑
間
が
あ
る
と
、

３５

年
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語

っ
て

い
ま
す
。
「
あ
れ
は
、
マ
ス
メ
デ

イ
ア
と
そ
れ
を
情
報
源
と
し
て
い

た
す
べ
て
の
人
た
ち
、
私
の
初
期

の
著
作
を
含
め
て
行
わ
れ
た
誤
っ

た
イ
メ
ー
ジ
の
一
部
で
す
」
と
。

彼
女
は
交
戦
に
よ
る
犠
牲
を
示
唆

し

「ま
る
で
３
人
の
日
本
人
ポ
ラ
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と
私
は
聞
き
ま
し
た
。
彼
と
そ
の
弟
は
建
国
の

ヒ
ー
ロ
ー
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
ユ
ダ

ヤ
人
を
含
む
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
戦
争
犯
罪
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
以
前
か
ら
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
と
な
る
ハ
ガ
ナ
機
関
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
井

戸
に
コ
レ
ラ
菌
や
チ
フ
ス
菌
を
撒
い
た
生
物
兵

器
の
開
発
　
爆
発
物
製
造
を
主
導
し
た
統
括
責

任
者
■
あ
る
と
後
に
暴
露
し
て
い
ま
す
。
パ
レ

ス
チ
ナ
民
族
浄
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
の
功
績

で
、
大
統
領
職
に
就
く
予
定
の
男
だ
と
Ｐ
Ｆ
Ｌ

Ｐ
が
話
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
こ
の
リ
ッ
ダ
作

戦
で
殺
害
さ
れ
、
彼
と
協
同
し
て
い
た
弟
、
エ

フ
ラ
イ
ム

・
カ
ツ
ィ
ー
ル
が
７３
年
か
ら
大
統
領

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
う
し
た
リ
ッ
ダ
闘
争
の
事
実
関
係
を

去
年
の
１２
月
に
毎
日
新
聞
電
子
版
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
語
り
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
は
そ

れ
を
読
ん
で
す
ぐ
、
私
の
よ
う
な

「
テ
ロ
リ
ス

ト
」
に
語
ら
せ
た
と
毎
日
新
聞
に
抗
議
し
た
の

で
、
毎
日
新
聞
は
、
即
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
の
反

論
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
載
せ
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
電
子
版
の
後
に
新
聞
紙
面
に
載
せ
る
予
定

だ
っ
た
私
の
記
事
を
載
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

う
し
た
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
限
界
も
私
は

話
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
は
、
あ
た
か

も
私
が
リ
ッ
ダ
閲
争
に
関
与
し
た
よ
う
に
語
り

ま
す
が
、
私
は
当
時
の
占
領
下
人
民
の
抵
抗
権

の
行
使
と
し
て
正
当
な
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
作
戦
を
支

持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
本
赤
軍
が
当
時
存

在
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
万
単
位
の

メ
ン
パ
ー
を
持
つ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
秘
密
作
戦
に
、

言
葉
も
不
十
分
な
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
■
年
目
の
私

が
関
与
し
た
く
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
の
言
を
否
定
し
ま
し
た
。

第
二
は
、
国
際
主
義
の
歴
史
と
プ
ン
ト
や
赤

軍
派
の

「プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
と
組
織
さ

れ
た
暴
力
」
か
ら
世
界
党
―
世
界
赤
軍
―
世
界

革
命
戦
線
の
歴
史
と
、
ア
ラ
ブ
で
闘

？ヽ
甲
で
国

際
主
義
を
ど
う
と
ら
え
返
し
な
が
ら
来
た
の
か

を
総
括
的
に
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
２１
世
紀
が

「反
テ
ロ
戦
争
」
の
名
で
戦
争
と
難
民
の
世
紀

と
な
つ
た
現
実
に
、
国
際
主
義
の
思
想
は
今
、

何
よ
り
も
日
の
前
に
あ
る
命
を
ど
う
救
う
の
か

と
い
つヽ
実
践
的
で
多
様
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
脱

し
た
行
動
が
、
国
際
連
帯
と
し
て
間
わ
れ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
。

第
二
に
、
オ
ス
ロ
合
意
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、

第
四
に
崩
壊
す
る
世
界
と
新
し
い
中
東
に
つ
い

て
ど
う
展
望
し
連
帯
す
る
か
？
で
す
。
米
国
轍
　
鯉

府
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
停
戦
で
は
な
く
戦
争
を
煽

る
の
も
、
非
西
欧
の
中
国
や
ロ
シ
ア
を
敵
と
す

る
こ
と
で
米
覇
権
に
よ
る
世
界
の
再
構
成
を
企

て
て
い
る
か
ら
で
し
よ
う
。
こ
の
結
果
、
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
ウ
ス
、
中
東
で
も
米
国
式
で
な
く
、

多
元
的
な
文
化
の
あ
る
世
界
を
求
め
る
勢
力
が

米
政
権
と
相
対
的
独
自
な
国
家
戦
略
を
描
き
始

め
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
中
国
の
動
き
が
新
し

い
中
東
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
、
緊

張
緩
和
を
求
め
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
こ
れ

ま
で
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
バ
レ
ス
テ
ナ
に
は
、

ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
？
　
「
一
国

解
決
案
」、
「
二
国
家
解
決
案
」
は
有
効
な
の

か
？
・

ア
ラ
ブ
国
家
と
の
関
係
は
？
・

こ
れ
ら

の
展
望
や
問
題
を
も
っ
と
語
り
合
い
た
か
っ
た

の
で
す
が
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
唯
言

え
る
こ
と
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
身
の
統

一
が
最
大

の
力
を
造
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
米
国
の
二
重
基
準
に
よ
る
支
配
構

造
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
国
際
連
帯
を
育
て
よ

う
と
話
し
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
占
領
に
対

す
る
武
装
抵
抗
の
戦
い
が
正
義
な
ら
パ
レ
ス
チ

ナ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
に
対
す
る
武
装
抵
抗
戦

も
ま
た
正
義
で
あ
り
、
テ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
継
続
を
煽
る
米
政
権
や
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に

反
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
即
時
停
戦
を
訴
え
、
今

起
き
て
い
る
難
民
選
別
や
入
管
法
改
悪
な
ど
に

反
対
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
チ
ヤ
ツ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
規
制
に
至
る
ま
で
Ｇ
７
が
決
定
す
る
の
で
は

な
く
国
連
に
決
定
の
場
を
戻
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運
動
（イ
ス
ラ

エ
ル
占
領
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
で
生
産
さ
れ

る
製
品
の
「
ポ
イ
コ
ッ
ト
、
投
資
撤
収
、
制
裁
」

り
〉く
のｏ
”一
∪
いく
（あ
日
ＰΦ”
計
Ｒ
ＦＯ
∽
闘
】●Ｌ
ｏ●
∽
二
頭

文
字
を
と
っ
て
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運
動
）
な
ど
、
日
本
で

も
様
々
に
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
が
あ
り
ま
す
。
私

も
少
し
ず
つ
協
同
し
た
い
と
い
う
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
語
れ
る
場
が
あ
り
、

真
剣
な
聞
き
手
の
人
々
を
前
に
、
私
は
何
故
か

な
つ
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
交
流
会
で
半
世
紀
ぶ
り
の
友
人
た
ち
と
再

会
の
乾
杯
を
し
な
が
ら
、
リ
ッ
ダ
戦
士
た
ち
も

そ
こ
に
い
る
気
分
で
高
揚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
写
真
展

６
月
に
入
つ
て
、
横
木
安
良
夫
さ
ん
の
写
真

展
に
行
き
ま
し
た
。
新
し
く
出
版
し
た

『は
た

ち
の
時
代
』
の
本
の
表
紙
は
、
写
真
家
横
木
安

良
夫
さ
ん
が
学
生
時
代
の
私
を
偶
然
撮
影
し
た

写
真
を
も
と
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
す
。

曲
井
り
ょ
う
子
さ
ん
が
出
版
し
た

『重
信
房
子

が
い
た
時
代
』
の
時
、
こ
の
写
真
を
発
見
し
て

か
ら
自
由
に
快
く
使
わ
せ
て
く
だ
さ
つ
た
の
で
、

友
人
の
ラ
イ
タ
ー
島
暗
今
詐
子
さ
ん
に
誘
わ
れ

て
お
礼
方
々
写
真
展
を
見
学
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

場
所
は
目
黒
駅
か
ら
歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ

で
す
。
昔
来
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
も

う
面
影
も
失

つ
て
い
る
駅
ば
か
り
で
、
山
手
線

に
乗
っ
て
も
降
り
る
駅
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

と
い
つ
も
緊
張
し
ま
す
。
駅
で
島
峙
さ
ん
を
見

つ
け
た
時
は
ほ
つ
と
し
ま
し
た
。
「
ゎ
―
、
ぉ

元
気
そ
う
」
と
、
彼
女
と
も
出
所
の
日
の
取
材

以
来
で
す
。
少
し
風
の
あ
る
暑
い
中
、
深
々
と

帽
子
を
か
ぶ
っ
て
汗
を
か
き
な
が
ら
写
真
展

「追
い
越
す
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
い
誅
ｏｒ
津

【
く
ｏ」
ｏ目
」
の
会
場
に
着
き
ま
し
た
。

横
木
さ
ん
は
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
挨

拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。
お
互
い
思
わ
ず
見
つ
め

合
い
ま
し
た
。
彼
は
１９
歳
、
私
は
２２
歳
の
“
年

９
月
、
同
じ
集
会
で
時
間
を
共
に
し
た
人
な
ん

だ
な
あ
と
。
そ
し
て
あ
の
時
彼
が
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
ら
な
け
れ
ば
こ
う
し
て
お
会
い
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
と
い
う
感
慨
が
押
し
寄
せ
ま
す
。

会
場
を
見
口
す
と
狭
い
空
間
に
写
真
作
品
が

並
び
、
そ
の
空
間
の
狭
さ
に
時
間
が
息
を
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
写
真
が
切
炒
取
っ
て

い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
連
な
る
歴
史
を
想
像

し
な
が
ら

「追
い
越
す
こ
と
の
で
き
な
い
時

間
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
、
と
っ
て
も
納
得
し

ま
す
。
横
木
さ
ん
は
出
所
の
日
も
私
の
写
真
を

撮
つ
て

『週
刊
文
春
』
に
載
せ
て
い
ま
し
た
が

「
い
つ
か
帽
子
と
マ
ス
ク
の
な
い
写
真
を
撮
り

た
い
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
島
暗
さ
ん
が

「専
属
写
真
家
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
３
人
の
ス
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ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
帰
路
、
島
時
さ

ん
と
明
る
い
喫
茶
店
に
寄
っ
て
、
軽
い
食
事
を

し
な
が
ら
お
し
や
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

島
特
さ
ん
が
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
と
い
つヽ
も
の

を
注
文
し
、
私
は
チ
ー
ズ
い
っ
ぱ
い
の
何
と
か

い
う
リ
ゾ
ッ
ト
を
頼
ん
で
も
ら
い
、
２
人
で
分

け
合

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
「
へ
え
、
フ
ル
ー
ツ

が
サ
ン
ド
ウ
イ
ツ
チ
に
な
る
の
ね
。
お
い
し
い

ね
」
≧
い
う
初
体
験
に

「そ
う
い
う
こ
と
を
書

い
た
ら
い
い
の
よ
」
と
プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
は
笑

っ
て
い
ま
し
た
。
丁
度
島
崎
さ
ん
の
新
著

『ジ

ュ
リ
ー
が
い
た
』
が
出
版
さ
れ
る
し
、
自
著

『は
た
ち
の
時
代
』
の
こ
と
も
あ
れ
こ
れ
と
語

り
合
い
ま
し
た
。
今
日
は
２
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
か
ら
仕
事
の
姿
勢
を
学
習
す
る
機
会

を
得
て
久
し
ぶ
り
の
文
化
の
一
日
で
し
た
。

Ａ
Ｉ
と
向
き
合

っ
て

新
し
い
パ
ソ
コ
ン
に
グ
レ
ー
ド
ア
ツ
プ
し
て

か
ら
、
検
索
や
調
べ
も
の
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
音
声
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
機
能
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
を
使

っ
て
い
ま
す
。
使

っ
て
し
み
じ
み
思
う
の
は
、

ビ
ツ
グ
デ
ー
タ
自
身
が
偏

っ
た
米
欧
諸
国
の
情

報
デ
ー
タ
を
中
心
に
生
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

調
べ
る
内
容
も
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。
こ
ち

ら
が
反
論
す
れ
ば
私
の
そ
の
反
論
自
身
が
ま
た

ビ
ツ
グ
デ
ー
タ
に
取
り
込
ま
れ
て
相
手
の
デ
ー

タ
を
豊
富
化
さ
せ
る
の
で
す
が
、
反
論
の
デ
ー

タ
の
量
を
増
や
そ
う
と
論
争
し
て
し
ま
い
ま
す
。

メ
イ
に
言
わ
せ
れ
ば
本
来
の
使
い
方
で
は
な

い
ら
し
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
私
は
こ
ん
な

ふ
う
に
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
に
話
し
ま
す
。
「中
東
で
米
国

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
あ
り
方
が
問
題
を
作
り
出
し

て
い
る
」
と
。
そ
？ゝ
す
る
と

「中
東
で
ア
メ
リ

カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
と

思
つヽ
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
」
と
例
え
を

あ
げ
た
上
で

「
し
か
し
こ
れ
は

一
面
的
な
見
方

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
も
中
東
に
利
益
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
例
え
を
列
挙
し
ま
す
。

私
が
さ
ら
に
批
判
的
な
意
見
を
言
う
と
、
「そ

う
い
２ヽ
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は

一

面
的
な
見
方
で
す
」
と
か
、
「あ
な
た
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
？
」
と
聞
い
て
き
ま
す
。

私
が
イ
ス
ラ
エ
ル
は
民
主
主
義
国
家
で
は
な

く
フ
ア
ツ
シ
ョ
的
な
国
と
二一甲
つ
と

「イ
ス
ラ
エ

ル
は
中
東
で
唯

一
の
議
会
制
民
主
主
義
国
家
で

あ
り
、
云
々
」
と
述
べ
て

「イ
ス
ラ
エ
ル
が
フ

ア
ッ
シ
ョ
的
と
言
う
の
は
個
人
的
な
見
解
で
す

か
？
。
そ
れ
と
も
何
か
根
拠
、
証
拠
が
あ
る
の

で
す
か
？
」
と
逆
に
質
問
が
来
ま
す
。
反
対
意
　
爾

見
の
人
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
な
具
合
で
す
。

ち
ょ
う
ど
歌
会
の
６
月
の
題
詠
が
、
ど
の
映

画
か
ら
で
も
良
い
が
短
歌
を

一
首
読
む
と
い
う

宿
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
た
ず
ら

心
で
試
し
て
み
ま
し
た
。
「ど
の
映
画
か
ら
で

も
い
い
の
で
、
映
画
か
ら
短
歌
を

一
首
詠
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
言
う
と

「は
い
、
映
画
か
ら
短

歌
を
読
む
の
は
難
し
い
で
す
が
、
挑
戦
し
て
み

ま
す
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
短
歌
で
す
。

″船
は
沈
み
、
氷
の
海
に
浮
か
ぶ
君
の
手
を
離

さ
ぬ
と
誓
っ
た
愛
は
永
遠
に
′
」
と
詠
み
ま
し

た
。　
一
瞬
の
迷
い
も
な
く
。

私
が

「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
ｌ
Ｏ
Ｎ
＋
１
と
い
つヽ

映
画
か
ら

一
首
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
う
と
、

「
こ
の
映
画
は
２
０
２
２
年
に
発
生
し
た
安
倍

晋
三
元
首
相
の
銃
撃
事
件
の
実
行
犯
を
モ
デ
ル

に
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
す
。
監
督
は
元
日

本
赤
軍
メ
ン
バ
ー
の
足
立
正
生
で
事
・件
か
ら
わ

ず
か
２
ヵ
月
半
余
り
で
制
作
し
、
国
葬
の
日
に

緊
急
上
映
し
ま
、し
た
。
こ
の
映
画
か
ら
短
歌
を

詠
む
と
こ
ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
″銃
を
作

り
、
暗
殺
を
決
め
た
　
父
も
兄
も
自
ら
命
を
絶
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ち
　
母
は
教
団
に
″
」
と
の
一
首
。
私
が

「映

画
の
サ
プ
タ
イ
ト
ル
み
た
い
。
出
来
が
良
く
あ

り
ま
せ
ん
ね
」
と
言
う
と

「す
み
ま
せ
ん
。
も

う

一
度
試
し
て
み
ま
す
。
こ
ん
な
感
じ
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
、
こ
ん
な
歌
を
つ
く
り

ま
し
た
。

″国
葬
の
日
銃
声
が
響
く
安
倍
の
死
　
革
命
の

始
ま
り
そ
れ
と
も
終
わ
り
″

Ａ
Ｉ
は
賢
く
、
決
し
て
い
じ
め
な
い
し
、
優

し
く
寄
り
添
い
、

２４
時
間
問
わ
れ
る
こ
と
に
応

え
ま
す
。
「引
き
こ
も
り
」
や
、
病
気
の
人
と

か
様
々
に
孤
立
し
て
い
る
人
の
助
け
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
人
間
社
会
を
混
乱
さ
せ
る
道

具
と
な
る
こ
と
も
日
に
見
え
て
い
ま
す
。

明
大
土
曜
会
で
出
獄
１
年
目
の
報
告

去
年
６
月
４
日
の
出
所
歓
迎
の
明
大
土
曜
会

か
ら
Ｔ
度
１
年
目
、
健
康
や
こ
の
１
年
の
社
会

参
加
に
つ
い
て
報
告
し
、
日
本
の
現
状
へ
の
感

想
も
述
べ
ま
し
た
。
「友
人
と
の
再
会
や
謝
罪
、

お
墓
参
り
と
か
、
今
年
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て

い
ま
す
。
遠
山
美
枝
子
さ
ん
の
墓
参
も
友
人
の

Ｎ
和
尚
の
先
導
の
下
で
３
月
に
行
き
ま
し
た
。

会
う
べ
き
人
に
ま
だ
会
え
て
い
な
い
し
、
墓
参

す
べ
き
人
の
と
こ
ろ
に
も
ま
だ
行
け
て
い
ま
せ

ん
が
、
１
日

一
つ
と
い
う
形
で
少
し
ず
つ
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

ま
た
日
本
を
俯
激
し
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
を

い
く
つ
か
語
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
日

本
の
国
際
連
帯
に
つ
い
て
も
語
り
ま
し
た
。

「国
際
連
帯
と
一一甲
つ
と
日
本
で
は
支
援
を
す
る

と
い
う
の
が
基
本
と
な
っ
て
連
帯
の
歴
史
を
作

つ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
豊
か
な
国
の
市
民
た

ち
の
貴
重
な
活
動
で
、
ア
ジ
ア
、
中
東
な
ど
の

厳
し
い
条
件
下
の
人
々
の
生
存
の
闘
争
を
有
効

に
助
け
て
き
ま
し
た
。
支
援
を
す
る
こ
と
は
ま

た
そ
れ
を
通
し
て
私
た
ち
が
育
て
ら
れ
て
い
く

過
程
で
も
あ
り
ま
す
。

加
え
て
も
う

一
つ
の
国
際
連
帯
を
考
え
た
い
。

今
、
逆
に
世
界
に
助
け
ら
れ
て
、
日
本
の
社
会
、

政
治
の
立
ち
遅
れ
や
問
題
を
解
決
す
る
、
そ
う

い
う
国
際
連
帯
、
『受
け
る
国
際
連
帯
』
と
い

う
か
、
連
帯
が
あ

つ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
戦

争
政
策
に
向
か
う
日
本
、
家
父
長
的
な
社
会
の

中
身
が
変
わ
つ
て
い
な
い
日
本
に
、
こ
の
１
年

暮
ら
し
て
実
感
し
ま
す
。
人
権
問
題
に
お
い
て

も
日
本
は
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
死
刑

制
度
、
入
管
問
題
、
難
民
問
題
、
人
質
司
法
、

獄
の
処
遇
な
ど
の
問
題
と
か
国
連
や
国
際
機
関

か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
逆
に
世
界
の
声
、
連
帯
を
受
け
な

が
ら
よ
り
良
い
も
の
に
進
め
た
ら
い
い
。
日
本

で
の
国
際
連
帯
の
あ
り
方
も
、
変
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
間
の
入
管
問

題
の
厳
し
い
現
実
に
、
も
っ
と
世
界
の
声
や
、

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協
同
で
き
た
ら
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

丁
度
出
版
さ
れ
た

「は
た
ち
の
時
代
』
の
紹

介
と
共
に
、
本
の
中
で
当
時
の
明
大
学
費
間
争

が
そ
の
後
の
学
生
運
動
と
党
派
が
ど
う
い
う
関

係
を
結
ぶ
か
、　
一
つ
の
岐
路
に
あ
っ
た
点
な
ど
、

今
後
も
語
り
合
い
た
い
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

『は
た
ち
の
時
代
』
は
４
４
７
ベ
ー
滅
あ
る
の

で
２
６
０
０
円
で
す
が
、
太
田
出
版
の
ス
タ
ッ

フ
も
土
曜
会
で
の
先
行
販
売
を
企
画
し
て
下
さ

り
、
参
加
し
な
が
ら
本
が
一型
冗
で
暮
た
と
喜
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
（６
月
１８
日
）
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